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マルクス没後100年，ケインズ，シュムペーター
生誕100年記念行事・出版物（国内）目録 (1I)
経商資料室
1[ マルクスの部（つづき）
〔2)雑誌〕
i 特集号
朝日ジャーナル 25(9)<w. no. 1255> (1983.3.4) 
注—以下は本誌の 1 部分
没後100年 マルクスとは何だったのか
日本に土着したマルクス主義一ー河上肇と「志士」の伝統松田道雄 1-14 
世界経済危機の深化とマルクス理論の復活ーーケインズ・レーガノミックスを超えて
伊藤誠 15-20
人間マルクスーーその愛と闘いの生涯佐藤金三郎 21-26 
私とマルクス
学びとった科学論の哲学的基礎武谷三男 28-29 
福音の思想がもたらした大悲劇正村公宏 29-30 
〔関係記事〕日本読書新聞 (1983.3.21)(高橋順一）
奥が深い宗教に対する見方市川白弦 30-31
非ヨーロッパヘのいわれない蔑視北沢洋子 31-32 
「共産党宣言」にみた論理のドラマ 鈴木忠志 32 
〔関係記事〕赤旗 (1983.11.1)(足立正恒）毎日新聞 (1983.3.14), 日本読書
新聞 (1983.1.24)
朝日ジャーナル 25(10-ll)<w. no. 1256-1257> (1983; 3.11, 18) 
注――—以下は本誌の各 1 部分
続・マルクスとは何だったのか
1 アジアの子から見た西欧近代の子マルグスー一人間精神の自由な飛翔と自然
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616 闊西大學『経清論集」第34巻第4号 (1984年9月）
渡辺京二 25(10) 90-94 (3.11) 
2 マルクスが見通したこと，やり残したこと一ー「古典」の宿命と責任 伊東光晴
25(11) 34-39 (3.18) 
注一本誌には3の予告として，松本清張述とあったが， 1984年7月1日現在で
は未発表
同時代批評＜詩と思想23号増刊＞（土曜美術社） (9) (1983.12.1) 
注＿以下は本誌の;1部分
特集・知られざるマルクス
受苦としての存在〔生〕から能動的主体へ［インタビュー〕 田中吉六，きき手：岡
庭昇 12-24
田中吉六の世界一ーインタビューをおえて 岡庭昇 25-27 
知られざるマルクスーーマルクスとはどのような“前提”か〔対談〕 山崎ヵヲル，
高橋敏夫 28-39 
日本マルクス主義とアジア 栗原幸夫 42-43
国家論のための予備的考察 山本耕一 46-50
戦前日本のインド論＿ラージシェーカル著作集の編訳刊に寄せて いいだもも
52-71 
小林秀雄とマルクス 亀井秀雄 73-81
第三世界の革命ー一南米インディアン解放運動の立場から（対談〕 ラミロ・レイナ
ガ・ブルゴア，太田竜 83-92
現代の眼（現代評論社） 24(4)<w. no. 280> (1983.4.1) 
注—以下は本誌の 1 部分．
特集・マルクス死後百年ー一昔マルクスがいた！？
昔，マルクスがいた，いまは？ 中島誠 40-51
百年忌に因む「カール・マルクス問題」群像・いいだもも 56-67 
注—当論述は，いいだもも，伊藤誠編「いまマルクスを問う」に若干の加筆
および表記を変えて再録，当該書はマルクスの部「単行書」参照
マルクス死後百年，いま階級を問う〔1月29日「マルクス・センテニアル」 〔シンボ
ジウム〕
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報告 I いま階級を問う 伊藤誠 70-74
I 階級闘争と第三世界・市民運動北沢洋子 75-80
1l[ 人間の全体性の解放にむけて 金井淑子 82-85 
w 階級と解放の主体 白川真澄_86-89 
617 
ディスカッション マルクスの復権を求めて伊藤誠，金井淑子，北沢洋子，白
川真澄 90-100
注＿当シンポジウムは， マルクスの部「記念講演〔会〕」―-一季刊クライシ
ス編集委員会主催講演会第1回参照
マルクスゆえにいねがてに．．．． 河野健二 101-107 
マルクス百年の謎大門一樹 108-117 
マルクス読書案内内田弘 118-127
マルクスを語る一一資本論を中心に 廣松渉，吉田憲夫 130-147 
現代思想．（青土社）臨時増刊 3(13) (1983.3.10 : 第2刷）
注――—本誌初版刊行は 1975年12月 20 日
総特集＝資本論ー一後期マルクスヘの視座
パリのマルクス 河野健二 8-12
ロビンソン・クルーソーと「資本論」 杉原四郎 13-19 
「資本論」冒頭の商品とエンゲルス 佐藤金三郎 20-25 
日常言語と科学的概念—“剰余価値”概念再検討への序章平田清明 26-51 
「経済学批判要網」における恐慌論の不在—いわゆる上向法の止場大内秀明
52-70 
マルクスと終末論高橋洋児 71-95
「史的唯物論」の依存関係史論—ひとつの動向によせて 望月清司 96-107 
後期マルクスヘの視座一「ドイツ・イデオロギー」から「資本論」へ〔共同討議〕
城塚登，廣松渉 108-135
社会理論としての・「資本論」一ーマルクスの唯物史槻の方法によせて 細谷昂
'136-143 
プルードンとマルクスーーニ月革命の総括をめぐって 阪上孝 144-157
宇野弘蔵と「資本論」 山口重克 158-168 
「資本論」解釈の問題像ーー内田義彦・小論 内田 弘 169-177
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618 ・ 園西大學「純清論集」第34巻第4号 (1984年9月）
マルクス原始共同体論ーーあるいはアジア的生産様式のために 布村一夫 178-189 
マルクスとその見失われていた環＿「経済学批判要綱」の重要性について デヴィ
ッド・マクレラン〔述〕 杉原薫訳 190-210
原典： Marx & the missing link-on the importance of the 
'Grundrisse'-by David MacLellan. c 1970. 
非西欧世界と「資本論」一ーマルクス思想の相対化のこころみ玉城哲 211-221
資本論と現代ーー広義の経済学への展望〔共同討議〕 玉野井芳郎，玉城哲
222-245 
経済学の排斥 メアリー・ダグラス〔述〕 秋野晃司訳 246-253 
原典： The expulsion economics, by Mary Douglas. c 1973. 
労働過程と歴史理論 中村尚司 254-264 
マルクス 懐疑的人類学者？ー一社会人類学とマルクス主義の社会観 レイモンド・
ファース〔述〕 今井成美訳 265-295 
原典： The sceptical anthropologist? Social anthropology and Marxist 
views on society, by Raymond Firth. London, Oxford Univ. 
Press, c 1972 (The British Academy) 
商品論と抽象的人間労働正木八郎 296-317
「資本論」総目次一覧 319-326 
「資本論」成立史年表佐藤金三郎，松本有一編 327-331
参考年表マルクスと19世紀 332-333
現代思想（青土社） 11(3) (1983.3.1) 
増ページ特集＝マルクスと現代思想
アルチュセール以後一一〔目次表示〕テクストとしてのマルクス 今村仁司 58-72 
欺晒なき哲学のために一シュールマテリアリスムについて（上）一〔目次表示J
マルクスとヴィトゲンシュタイン ドミニク・ルクール〔述〕 今村仁司，中村秀
一訳 73-90 
原典： Pour une philosophie sans feinte; Vers le sur-materialism in 
L'ordre et !es jeux, par Dominique Lecourt. Editions Grasset 
& Fasquelle, c 1981. 
注――.(下）は11(4)に掲載
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マルクスとデリダ（前）＿〔目次表示〕マルキシズムとデコンストラクション
マイケル・ライアン〔述〕 大橋洋一訳 91-107 
原典： Marx and Derrida in Marxism and deconstruction by Michael 
Ryan. Johns Hopkins Univ. Press, c1982. 
注ー一（後）は11(4)に掲載
〔関係記事〕日本読書新聞 (1983.4.18)(高橋順一）
思惟と感性のかなたに一一〔目次表示〕エピステモロジーの展開 ミシェル・アンリ
〔述〕 山形頼洋，三宅祥雄訳 108-122 
原典： Marx I, Une phi!osophie de la realite, par Michel Henry. 
Gallimard, c 1976. 
働くことと見ることと．．．．ー一「思惟と感性のかなたに」解説 山形頼洋 123-129 
マルクスは何処へ＿西ドイツにおけるマルクス研究の状況ー一〔目次表示〕特別寄
稿・西ドイツにおけるマルキシズムの新展開 アレックス・デミロヴィッチ
［述〕 有馬遥訳 130-147
注ー一抗原典表示なし，原著者綴： Alex Demirovic 
ボスト・モダンの条件ー一〔目次表示〕マルクスと現代思想 ジャン＝フランソワ・
リオタール［述〕 塚原史訳 148-162
原典： La condition postmoderne, par Jean-Franc;ois Lyotard. 
Editions de Minuit, c 1979. 
支配とサボタージュー一〔目次表示〕イタリア・マルクス主義 アントニオ・ネグリ
〔述〕 小倉利丸訳 163-171 
原典： Il domino e ilsabotaggio, da Antonio Negri. Giangiacomo 
Feltrinelli Editore, c 1979. 
注一~上記著作の第 7 章の約半分と第 8 章のほぼ全部
ネグリをめぐる状況と文脈ーーアウトノミア運動ともうひとつのイタリア・マルクス
主義小倉利丸 172-183
パリのパサージュのマルクスー―-〔目次表示〕マルクスをめぐる断章 ワルター・ベ
ンヤミン〔述〕 丘澤静也訳 184-191 
原典： Gesammelte Schriften. Bd. V(l/2) : Das Passagen-Werk, von 
Walter Benjamin. Frankfurt a. M., Suhrkamp Vedag, c 1982. 
戦後マルクス主義哲学の証言〔共同討議1〕 船山信一，大井正，廣松渉
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620 闊西大學「経演論集』第34巻第4号・ (1984年9月）
192-220 
マルクス・貨幣・言語〔共同討厳2〕 柄谷行人，岩井克人，浅田 彰 222-256 
〔関係記事〕日本読書新聞 (1983.4.18)(高橋順ー ）
〔関係記事〕毎日新聞 (1983.3.14), 日本読書新聞 (1983.1.24),同(1983.3.14),
同 (1983.5.9),同 (1983.12.26)(山崎カヲル），図書新聞 (1983.8.6)
（山崎カヲルーー＊とくに巻号を指定していない），読売新聞(1983.3.14)
現代思想（青土社） 1 (4) (1983. 4.1) 
注――—以下は本誌の 1 部分
マルクスと現代思想
マルクスとデリダ（後） マイケル・ライアン（述〕 大橋洋一訳 220-232 
注ー一（前）は11(3)に掲載
欺酷なき哲学のために―シュールマテリアリスムについて（下） ドミニク・ルク
ルー〔述〕 今村仁司，中村秀一訳 234-247 
注一（上）は11(3)に掲載
インパクション（インパクト出版会くイザラ書房発売>) (23) (1983.5.15) 
注一一ー以下は本誌の 1部分
特集・マルクス没後百年
「共産党宣言」の思想ー~本邦未紹介資料の披露を兼ねて（分載第 1 回） 廣松 渉
8-19 
注ー 一-1) 当論述は，季刊クライシス編集委員会主催講演会第3回で講演のも
の，マルクスの部「記念講演〔会〕」参照
2) 第2, 3, 4回は(24)(25)(28)に各掲載，なお第4回は個別記事扱
いとして著者名から記述，マルクスの部「雑誌一個別記事」参照
赤と緑についての覚書—西独「緑の党」にも触れつつ 小林敏明 20-31 
社会主義の新たな選択は可能か―-R.バーロの文化革命論をめぐって 須藤修
32-42 
否定のユートヒ°アーアドルノをめぐるノート（上） 高橋順ー 44-60 
注ー （ー下）は(25)に掲載
ボードリヤールのマルクス批判の一断面吉田憲夫 62-75 
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＜経済人類学＞の悲惨さについて一一あるいはバンツを脱いだサルの話 山崎カヲル
76-87 
＜反核＞と「マルクス（主義）葬送論」 （思想情況を読む<7>) 天野恵ー 102-107 
注ー .,--この論述は特集記事以外のもの
（関係記事〕日本読書新聞 (1983.1. 24), 同 (1983.5.23),図書新聞 (1983.8.6)
（山崎カヲル~ とくに巻号を指定していない）
インパクション（インパクト出版会＜イザラ書房発売>)(24) (1983.7.15) 
注一一ー 以下は本誌の1部分
マルクス没後百年 I (特集2)
「ドイツ・イデオロギー」の世界観（上） 林真左事 70-83
注ー （ー中）（下）は(25)(27)に掲載， なお（下）は個別・記事扱いとして， 当（上） ＇ 
（中）の重出とともに著者名から記述，マルクスの部「雑誌一個別記事」参照
緑の党は新しい地平を拓きうるかー一西独総選挙と緑の党小林敏明 84-98 
「共産党宜言」の思想ー一本邦未紹介資料の披露を兼ねて（分載第2回） 廣松渉
100-111 
注•一一第 1, 3, 4回は(23)(25)(28)に各掲載、なお第4回は個別記事扱いと
して著者名から記述，マルクスの部「雑誌-個別記事」参照
インパクション（インパクト出版会＜イザラ書房発売>)(25) (1983.9.15) 
注—以下は本誌の 1 部分
マルクス没後百年皿（特集2)
否定のユートピアー~ ドルノをめぐるノート（下） 高橋順ー 48-57 
注ー 一-(上）は(23)に掲載
「ドイツ・イデオロギー」の世界観（中） 林真左事 58-71
注—―ー（上）（下）は (24)(27) に掲載，なお（下）は個別記事扱いとして，当（上）（中）
とともに著者名から記述，マルクスの部・「雑誌一個別記事」参照
「共産党宜言」の思想—本邦未紹介資料の披露を兼ねて（分載第 3 回） 廣松渉
72-84 
注-第1,2; 4回は(23)(24) (28)に各掲載、なお第4回は個別記事扱いと
して著者名から記述， マルクスの部「雑誌一個別記事」参照
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〔関係記事〕日本読書新聞 (1983.9.19)
人物（人物切手会） (73) (1983.12.2) 
カール・マルクス没後100年記念特集号
「資本論」第1巻のフランス語版について 杉原四郎 2-3 
「マルクスの切手あれこれ」 上田 隆 4-9
マルクスの切手鈴木鴻一郎 10-11 
マルクス切手のこと後藤実 12-14
切手「マルクス」について近藤博恭 15
私のマルクス切手丸山潔 16-17
<JAPEX 83入賞作品より＞「カール・マルクスとその時代」…． 竹本雅昭 18 
注-1) p. 1の表紙にマルクス夫人切手の写真有り
2) p. 1に「鈴木鴻一郎先生逝く」の記事有り
季刊・科学と思想（新日本出版社） (49) (1983.7.1) 
注―-—以下は本誌の 1 部分
特集・マルクス没後百年
マルクス主義と人間解放岩崎允胤 2-15
注-1.983年1月20日から 3日間，於パリの「マルクス没後百年記念国際的討
論集会」で同氏が行なった報告に若干の補筆をしたもの
科学技術の発展と労働の問題鰺坂真 16-21
注＿上記岩崎氏論文と同じ
マルクス没後百年間の経済学一ーケインズとシュンペーター生誕百年に関連させて
関恒義 22-34
マルクス主義における国家と階級闘争古賀英三郎 35-49 
社会科学としての法律学一ー「資本論」の体系に拠って 金子勝 50-62
マルクスと私
146 
五十年と百年と森宏一 63-65
私と唯物論牛来正夫 65-66
「暗い谷間」でのマルクスとの出合い 島恭彦 67-68
農業問題にとりくむなかで 井野隆一 69-70
マルクスに子どもがいなかったら 米田佐代子 71-72
マルクス随想宇佐美正一郎 73-74
宗教の真実をとらえる科学的社会主義佐木秋夫 75-76
私の人生観＝世界観の形成はひたすらマルクスに沿って 横山正彦 77-78 
世界史の法則についてのある友人への手紙守屋典郎 79-80 
経済（新日本出版社） (227) (1983.3.1) 
総特集・マルクス没後100周年にさいして
マルクスにおける革命と科学—没後 100 周年にさいして〔特別寄稿〕 （上）
不破哲三 10-27 
注—....:...1) (中）（完）は当誌(228)(229)に各掲載・
623 
2) 1982年11月，学生党員，民青同盟員特別講座でおこなった講義をも
とに筆者が整理加筆をおこなったもの，（中）（完）とも同じ
3) 後に同氏著「現代に生きるマルクス」に再掲載，マルクスの部「単
行書」参照
〔関係記事〕赤旗 (1983.3.31)(岡崎万寿秀）
ずいそう
大きな釣鐘宮川賓 28-29
マルクソロギー断想士屋保男 30-31 
新旧「メガ」を手にして種瀬茂 32-33
1930年代のマルクス学習生のメモから 宇佐美誠次郎 34-36
現代に問う
現代帝国主義と資本の蓄積構造青山四郎 37-53
経済学批判と労働の社会化山口正之 54-65
「資本論」と現代
「資本論」の方法と現代石原忠男 66-74 
現代における「価値論の復位」 米田康彦 75-90 
マルクス経済学と生活様式角田修一 91-110
労働価値計算による剰余価値率の国際比較 111-133 
マルクス理論の今日的課題
マルクス＝エンゲルスの軍事理論と現代一軍事技術を中心として 阪部有伸
・134-148 
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624 隠西大學「鰹清論集」第34巻第4号 (1984年9月）
マルクス経済理論と今日の農業問題ー一小農価格論を中心に 花田仁伍 149-184
マルクスの社会主義論と現代
社会的所有の形態規定概念をめぐって藤田 勇 185-197
マルクスの社会主義理論と現代長砂賓 198-217
現代のイデオロギー問題
最近の歴史研究の動向と史的唯物論浜林正夫 218-229
構造主義・記号論とマルクスの理論平野喜一郎 230-256 
スラッファ理論とマルクスの方法揚武雄 257-276
働きつつ「資本論」をまなぶ
読む努力に応じて，知的ゆたかさが…． 中谷俊樹 277-'279 
労働者のめざめにマルクスの理論的労作が．．．． 志賀竜太郎 279-281 
働き学ぶものに“親しみもてる「資本論」講座” 斉藤敬四郎 281-283 
マルクス・エンゲルス研究の新段階 1 服部文男監修．
新「マルクス・エンゲルス全集」とマルクス・エンゲルス研究の新段階服部文男
284-292 
マルクス「機械論」の諸源泉（上） 吉田文和 293-312 
注ー -(下）は(231)に掲載
生産価格と「資本論」第三部の基本論理（上） 大村泉 313-327
注ー 一（中）（完）は当誌(228)(229)に各掲載
〔関係記事〕赤旗 (1983.2.21)
経済（新日本出版社） (228) (1983.4.1) 
注――—以下は本誌の 1 部分
マルクス没後100周年にさいして
マルクスにおける革命と科学＿没後100周年にさいして〔特別寄稿〕 （中） 不破
哲三 113-130 
注ー 一-(上）及び（完）は当誌(227)(229)に各掲載
現代のイデオロギーの問題
第三世界の歴史と危機―-A.G.フランク第三世界論の検討徳永俊明 131-145 
マルクス・エンゲルス研究の新段階 2 〔服部文男監修〕
生産価格と「資本論」第三部の基本論理（中）—―-「剰余価値学説史」の根本的性
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格と「資本論」第三部の起点をめぐって大村泉 146-161
注一~（上）及び（完）は当誌(227)(229) に各掲載
経済（新日本出版社） (229<大特集・経済学のすすめ=83年版>) (1983.5.1) 
注—以下は本誌の 1 部分
マルクス没後100年と「資本論」 金子ハルオ 22-33 
マルクス没後100周年にさいして
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マルクスにおける革命と科学ー~没後 100 周年にさいして〔特別寄稿〕 G'c) 不破
哲三 273-289 
注ー 一ー （上）（中）は当誌(227)(228)に各掲載
マルクス・エンゲルス研究の新段階 3 服部文男監修
マルクスにおける社会構成体と生産様式大野節夫 290-302 
注ーー付記として， 「小論は1983年に 1月、-7日に， オーストリアのリン
ツで開催されたマルクズ没後100年を記念する労働運動史家国際会議
〔テーマ「マルクス主義と歴史学」での筆者の報告文「マルクスにおけ
る人類前史の三段階把握」に加筆したものである」とあり
生産価格と「資本論」第三部の基本論理（完）＿「剰余価値学説史」の根本的性
・格と「資本論」第三部の起点をめぐって 大村泉 303-324
注ー 一-(上）（中）は当誌(227)(228)に各掲載
注ー一当号で上記以外のマルクス関連諸論文・（長谷川正安，君塚芳郎，戸木田嘉
久）は，各個別のものとして著者名から記述
〔関係記事〕赤旗 (1983.4.25),同 (1983.5.7)
経済（新日本出版社） (230) (1983.6.1) 
注—―ー以下は本誌の 1 部分
マルクス没後100周年にさいして
現代のイデオロギー問題
「不等価交換」 と国際価値論―ェマニュエル， アミン， パロワの「不平等交換
論」批判一ー現代のイデオロギー問題 中川信義 165-189 
マルクス理論の今日的課題
マルクスのヘーゲル法哲学批判と現代柿本国弘 190-204 
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626 I 闊西大學『鯉清論集」第34巻第4号 (1984年9月）
経済（新日本出版社） (231) (1983.7.1) 
注―~以下は本誌の 1 部分
マルクス没後100周年にさいして
科学的社会主義の創始者たちの労働運動論と現代（上）＿マルクス「批判者たち」
への批判とあわせて戸木田嘉久 154-171
注ー 一（下）は(232)に掲載
マルクス・エンゲルス研究の新段階 4 服部文男監修
マルクス「機械論」の諸源泉（下） 吉田文和 172-184 
注ー 一（上）は(227)に掲載
マルクスの「ノートV」(1844年）表紙の＜落書き＞について 黒滝正昭 185-188
経済（新日本出版社） (232) (1983.8.1) 
注—~以下は本誌の 1 部分
マルクス没後100周年にさいして
科学的社会主義の創始者たちの労働運動論と現代（下）—古典からなにを学ぶか
戸木田嘉久 125-154 
注ー（上）は(231)に掲載
マルクス・エンゲルス研究の新段階 5 服部文男監修
「経済学・哲学手稿」とパリ・ノートをめぐる問題渋谷正 155-183 
注一~当号における他のマルクス関連論文（服部文男，吉田文和）は各個別のも
のとして，著者名から記述
経済（新日本出版社） (233) (1983.9.1) 
注ー以下は本誌の1部分
マルクス没後100周年にさいして
竹内芳郎氏の「産業社会」超克論鰺坂真 143-159
マルクス・エンゲルス研究の新段階 6 服部文男監修
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「資本論」第一部最終章稿<1863-1864> 八柳良次郎 160-171 
注一当号における他のマルクス関連論文（花田仁伍，服部文男）は各個別のも
のとして；著者名から記述
〔関係記事〕赤旗 (1983.8.21)
経済 (234) (1983.10.1) 
注一~以下は本誌の 1 部分
マルクス没後100周年にさいして
マルクス経済学説の基本性格横山正彦 167-178 
マルクス・エンゲルス研究の新段階 7 服部文男監修
「剰余価値学説史」と「機械論草稿」 吉田文和 179-199 
注—花田仁伍，服部文男論文は個別論文として著者名から記述
経済（新日本出版社） (235) (1983.11.1) 
注—~以下は本誌の 1 部分
マルクス没後100周年にさいして
マルクス恐慌論の現代的意義林直道 257-272
マルクス・エンゲルス研究の新段階 8 服部文男監修
マルクス「本源的蓄積」論の形成過程荒川繁 273-290
注ー一花田仁伍，山本広太郎論文は個別のものとして，著者名から記述
（関係記事〕赤旗(1983.10.23),同 (1983.10.31)
経済（新日本出版社） (236) (1983.12.1) 
注――—以下は本誌の 1 部分
マルクス没後100周年にさいして
宇野学派のマルクス非送曲芦田亘 149-158
マルクス・エンゲルス研究の新段階 9 服部文男監修
627 
マルクス「資本の章のプラン草案」ー一成立時期の検討を中心にして 大野節夫
159-183 
マルクス没後100年記念の経済理論学会〔学会通信〕 米田康彦 184-186 
注—当学会についてはマルクスの部「記念諧演［会〕」参照
注ー1) 当号における他のマルクス関連論文（中川スミ）は個別のものとして
著者名から記述
2) 「経済」 (237)以降掲載の服部文男監修「マルクス・エンゲルス研究
の新段階」 10以降の各論文は，各個別論文として著者名から記述
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経済学批判（「経済学批判」編集委員会編，社会評論社刊） (14) (1983.11.30) 
注—―以下は本誌の 1 部分
特集・マルクス・センテナリ
注ー一本号は事実上「マルクス死後百年」の特集号
「資本論」と現代資本主義降旗節雄 9-23
晩期マルクスの唯物史観渡辺寛 24-35
現代とマルクスの革命論〔座談会〕 鎌倉孝夫，新田俊三，＜司会＞渡辺寛
36-61 
マルクス経済学形成の一段階ー一相対的剰余価値論から絶対的剰余価値論へ 桜井
毅 62-74
「資本論」と現代社会主義—―ーアフリカを中心に 中山弘正 75-86 
資本弁証法とヘーゲル関根友彦 87-101
注ー一植村高久，菅原陽心，石橋貞男，奥山忠信，大西純一，吉井利真
〔以上文献解題〕； 山本哲三〔論争〕； 木村亮，植田真弘，大山 均
〔以上書評〕は各個別のものとして著者から記述
注ー一当誌は本14号をもって終刊，詳細は「本誌終刊にあたって」 p. 2参照のこ
と，マルクス死後百年の文言有り
〔関係記事〕日本読書新聞・(1983.12.19)
季刊・経済学論集（東京大学経済学会） 49 (3) (1983.10.1) 
マルクス没後100年特集
唯物史観と経済理論による社会主義伊藤誠 2-18
「資本の文明化作用」をめぐって一~マルクスは西欧中心主義者であったか．望月清
司 19-29
マルクスにおける＜所有＞の概念ー一主に 'Grundrisse'を素材として 中西洋
30-46 
冒頭商品の価値の規定について山口重克 47-61
分析基準としてのマルクス恐慌理論佗美光彦 62-81・
マルクスの市場価値とマーシャルの代表的企業根岸隆 82←89 
マルクスの近代性と現代性〔座談会〕 石見徹，宇沢弘文，中山弘正，馬場宏二，
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廣松渉；＜司会＞竹内啓 90-117
ナチス経済と現代資本主義工藤章 118-128
マルクスと低開発松尾太郎 129-142 
629 
いわゆる共同体の共産主義的転化の問題によせて一一ー集団化と村落協同組合奥田
央 143-162
経済評論（日本評論社） 32 (4) (1983.4.1) 
特集・没後100年マルクスを超えて
マルクス主義の可能性 日高普 2-16
〔関係記事〕早稲田大学新聞 (1984.6.7)(高沢典子）
マルクス経済学とは何であったのか正村公宏 17-31 
マルクス経済学の現代的意義 関根友彦 32-46
フォイエルバッハとマルクスの対話＿市民社会の歴史貫通的規定性とは何か（上）
山之内靖 47-61
注ー 一（中）（下）は，当誌32(5)及び32(6)に各掲載，ただし個別論文として当
（上）の重出を含めて著者名から記述
マルクスと第三世界一ーアイルランド問題との関連において 本山美彦 62-80 
世界認識の再審ー一原蓄論と個体的所有山本啓 82-101
労働者の生活様式と資本蓄積の体制＿フランス・ネオ・マルクス派の現代資本主義
論（上） 水島茂樹 102-119 
注ー 一-(下）は，当誌32(5)に掲載，ただし個別論文として当（上）の重出ととも
に著者名から記述
マルクスをめぐる対話から〔論争の小箱〕 桜井毅 132-134
〔関係記事〕毎日新聞 (1983.3.14), 日本読書新聞 (1983.1.24), 同 (1983.4. 
25) 
経済科学通信（基礎経済科学研究所） (39) (1983.6.15) 
総特集：没後百年一~マルクスの現代的再生めざして
マルクス没後百年をどう記念するか編集局 2 
I 記念シンポ・歴史認識と社会変革
マルクスにおける歴史認識と社会変革重田澄男 3-14 
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労働日の制限・短縮と人間の発達＿マルクスの生活時間論をめぐって
森岡孝二 15-27 
民衆発達の経済史を求めて藤岡惇 28-38
討論のまとめ'38-40-
注一~当シンポジウムおよび下記W動向については，マルクスの部「記
念講演〔会〕」—―ー当研究所主催参照
I 私の生活とマルクス〔発言〕
迷った時は基本に帰ろう 安満弁吉 41-42
マルクスと私と基礎研と 森本載般 43-45
マルクスのコミューン認識に新たな光を 田中秀幸 46-48
「フランスにおける内乱」と革新自治体 山田 昇 49-50
m マルクス理論と現代
現代資本主義と相対的過剰人口論ー一不安定就業労働者問題を中心に 伍賀
ー道 51-60 
フランス「三部作」と資本主義国家論鶴田廣己 61-69 
労働運動発展の展望とマルクス 中原優 70-79
マルクスの賃労働概念と変革主体 内山哲朗 80-87 
環境危機とマルクス主義一ー近年にみる Ecologismの潮流をめぐって
寺西俊一 88-96 
w 動向
「マルグス没後百年」をめぐる他誌の動向江尻彰，竹味能成 97-100
付録：「経済科学通信」読者ニュース
154 
マルクスを貶める者たちの試みのなかに祭然と輝く「通信」 39号の偉業！
重森暁＜理事長> 1-2 
メカトロ革命と工場法＿第39号マルクス没後100年特集によせて 永吉秀
幸 2
第六回研究大会の御案内一一基礎研創立十五周年記念 3 
注ー一「本年はマルクス没後100年の記念すべき年です」とあり，本年
の年間共同研究テーマは， 「マルクスの現代的再生と人間発達の
経済学」であるが，さらにテーマを具体化して，当夏季研究大会
631 
の統ーテーマを「日本の労働者階級一_—その発達課題と『資本
論」」と設定して， 成瀬龍夫氏他のシンボジウム (7月24日）と
し，芝田進午氏の記念講演を（同22日）に開催することにした，
とあり
別冊経済セミナー（日本評論社） (1983.2.28) 
マルクス死後100年
第1部マルクスは何を提起したのか〔討論〕 平田清明，山之内靖，廣松渉
2-19 
第2部 マルクスは現代に生きているか
1 <産業社会＞超克の課題とマルクス 竹内芳郎 20-27 
2 マルクスは社会主義国で生きているか下斗米伸夫 28-34
3 マルクスは第三世界で生きているか芝生瑞和 35-41 
4 マルクスは労働現場で生きているか一マルクスの賃労働理論と現代の労
働過程内山節 42-48
第3部マルクスの死後100年
1 万国のプロレタリアは団結しなかった—第一次世界大戦と後進国革命
野口建彦 49-57 
2 労働者は革命に起ちあがらなかった一ー1920年代ドイツ 池田浩士 58-64
3 資本主義は崩壊しなかった一ー1920年代ドイツから1930年代アメリカへ
加藤栄一 65-70 
4 大衆はファシズムを選んだーー1930年代ドイツ 高橋順ー ・71-77
5 農民は革命的だったー1930• 40年代中国と1960年代ベトナム・キューバ
新島淳良 78-84 
6 国家は死滅しなかった一ー1930年代ソ連と1970年代中国横山宏章 85-90
7 資本主義は高度成長を遂げた—第二次大戦後の先進国新田俊三 91-96
8 先進国に革命は起きていないーマルクス死後100年菅孝行 97-104
第4部 マルクス思想のスペクトラム
1 歴史観からみたマルクス 小谷注之 105-109
2 自然観からみたマルクス 椎名重明 110-115 
3 科学観からみたマルクス佐々木力 116-121
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4 労働観からみたマルクス 今村仁司 122-126 
5 消費観からみたマルクス 島田稔夫 127-131 
6 農業観からみたマルクス 阪本楠彦 132-136 
7 共同体観からみたマルクス 湯浅赳男 137-142 
8 国家観からみたマルクス 山本啓 143-148
9 マルクスの資本主義像吉沢英成 149-154 
10 マルクスの社会主義像吉田憲夫 155-160 
注ーー当部の各標題に対するコメント的な表示は省略した
第5部 マルクスの後継者群像
1 レーニンとスターリン—―ーマルクス主義の継承と後進国社会主義の教訓
菊地昌典 161-166 
2 トロッキーとロシアの革命家—永続革命論と二段階革命論高橋馨
167-171 
3 カウッキーとルカーチーー第ニインターの理論家と第三インターの異端者
保住敏彦 172-177 
4 ローザ・ルクセンブルグとベルンシュタイン一一現代に生きる「社会改良
か革命か？」 伊藤成彦 178-183 
5 グラムシとハーバーマスー一大衆の知的・道徳的成長への組織化 貝沼
洵 184-189
6 毛沢東と周恩来ーーマルクス主義の中国化のために 宇野重昭 190-195 
7 サルトルとアルチュセールーーマルクス主義とヒューマニズムをめぐって
西川長夫 196-201 
8 河上肇と宇野弘蔵―日本のマルクス主義の心と理性 馬渡尚憲 202-206
9 ファノンとゲバラ一＜第三世界主義＞の理論家として，実践家として
山崎カヲル 207-211. 
〔関係記事〕学生新聞（日本共産党） (1983. 3.19)(平野喜一郎），毎日新聞 (1983.
3.14), 日本読書新聞 (1983.1.24), 同 (1983.3.21) (高橋順一），同
(1983.5~9), ・ 同 (1983.6.27), 同 (1983.12.26)(山崎カヲル），図書
新聞 (1983.8.6)(山崎カヲル），通産ジ・ヤーナル17(7)(岩田満泰）
季節（季節編集委員会編，エスエル出版会刊） (B)<w. no. 10> (1983.3.14) 
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総特集・現代社会主義論＿マルクス没後100年
社会主義の世紀末的形態 4-8 
1 社会主義のパラダイムの転換〔シンボジュウム〕
633 
「ポーランド問題」の史的展開ー一「連帯」運動の思想と社会主義の再検討
加藤一夫 10-27 . 
「第三世界」の提起したもの 湯浅赳男 28-41 
現代ソ連と社会主義の諸問題藤本和貴夫 42-45
2 民族問題ーー第三世界論の射程
発展途上経済への一視角ー一冨岡倍雄・梶村秀樹ほか著「発展途上経済の研究
（世界書院・刊）に寄せて 長尾克子 48-56
価値論の解体と第三世界白井順 57-65
周辺資本主義と民族への一試論 中村敏男 66-81 
民族問題と帝国主義一ー「帝国主義論」成立前後とレーニンの思想高梨純夫
82-112 
3 現代マルクス主義の哲学的トポス
梅本克己と主体性論争内山節 122-137
田中吉六の主体的唯物論＿梯明秀と梅本克己との論争をめぐって さらぎ徳
二 138-153
廣松渉と物象化論の出自ー一「ヘーゲルーマルクス問題」に定位つつ〔ママ〕
高橋潤ー 154-175 
労働に応じた分配をめぐる論争〔研究ノート〕 榎原均 176-191 
〔関係記事〕日本読書新聞 (1983.1.24),同 (1983.4.4)
季節（季節編集委員会編，エスエル出版会刊） (lo) (1984.2.1) 
総特集・現代マルクス主義論ーーマルクス没後100年＝総括のための序
I <第三世界論＞からの問題発見（フォルシュング）
マオイズムと西ヨーロッパ中心主義的マルクス解釈北沢正雄 4-21
多国籍企業と南北問題—冨岡倍雄氏の批判（「季節」 9 号掲載）に応えて
長尾克子 22-29 
辛亥革命とは何だったのクか サミール・アミーン〔述〕 北沢正雄訳 30-46 
I <マルクス哲学＞をめぐる解読（レクチュール）
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労働の特権性批判白井順 47-57
マルクスを超克する法一ーパラダイム転換のための基本方向 廣西元信 58-
7 . 
il <前衛思想＞の源流
バプーフにおける暴力的人民革命の構想ーーマルクス革命論・組織論の一背景
廣松渉 78-95
マルクスと前衛党形成の構想高梨純夫 96-110 
ボリシェヴィキと左翼エスエル＿ロシアにおける革命政党論藤本和貴夫
111-127 
注――—本稿は，エスエル出版会主催講座に加筆したもの，とあり
いま，なぜ＜マルクス主義＞なのか季節編集委員会 128-132 
季刊クライシス（社会評論社） (14) <冬> (1983.1.15) 
特集「マルクス死後百年」いま階級を問う
マルクス百年忌〔グラビア〕 いいだもも原案 カイハラヒロシさし絵 〔1-20〕
いま階級を問ぅーーマルクス階級理論の現代的意義伊藤誠 29-39
現代における階級と解放主体―-<階級＞概念の再検討 白川真澄 40-50
〔関係記事〕早稲田大学新聞 (1983.4.14)(数原晴吉）
階級形成の弁証法と革命主体—マルクスの思想と階級概念の可能性津田光太郎
51-59 
人間の全体性の解放にむけて一ー近代的価値原理をこえて 金井淑子 60-71
マルクス再審「市民社会と共同体」~談会〕 いいだもも，伊藤誠，菅孝行，
北沢洋子，山川暁夫 72-96 
労働の社会的意味を問う一一現代の労働と階級闘争坂内仁 97-106
非所有化としての社会主義一ーマルクス所有論の再考察 山本哲三 107-119 
コンピュータ化社会の解読~ 田中 直 120-128 
安藤昌益の労働観ーー自主的共産主義者の弁証法新谷正道 129-138 
マルクス死後百年に想う
158 
今なお，マルクス主義に憧れている 高峻石 143-145
変革思想のパラダイム自体の変革を 竹内芳郎 145-147 
良知力氏の“ルンプロ”史観について 淡路憲治 147-148 
マルクス主義者の思想的クライシスを克服する 田辺振太郎 148-150 
マルクス主義に問われているもの岩田 弘 150-152
私有財産制度の否定を 前田俊彦 152-153
海外に紹介される宇野理論 関根友彦 154-155
635 
マルクス理論のいくらか特異な省察 クリストフ・ドイチュマン（在フランクフル
ト）〔述〕 伊藤誠訳 155-157
ファッショナブルな科学と心中してはならない 中山 茂 157-158
正統一異端の原理をこえて斉藤孝 158-160
マルクス・ショートガイドーーマルクスを知るための13冊の本
1 ユダヤ人問題によせて渋谷要 161-162
2 経済学・哲学草稿中原理 162-164
3 ドイツ・イデオロギー須藤修 163-164
4 哲学の貧困丸山真人 164-165
5 共産党宣言松田正彦 165-166
6 賃労働と資本岡部洋賓 166-167 
7 フランスにおける階級闘争—lレイ・ボナパルトのプリューメル18 日ー~フ
ランスにおける内乱〔フランス 3部作］ 渋谷 要 167-168 
8 経済学批判植村高久 169
9 資本論小幡道昭 169-171
10 ゴータ綱領批判須藤修 171-172
11 ザスーリッチヘの手紙渋谷要 172
〔書評〕
平田清昭〔著〕「新しい歴史形成への模索」一ーマルクス歴史認識の方法を読みとる
足立真理子 1.80-182 
伊藤誠〔著）「現代のマルクス経済学」—簡明なマルクス経済学の手引き 日高
普 182-184
岡崎次郎〔編集代表〕「現代マルクスーレーニン主義事典」一活字・活用のための
引用を いいだもも 192-193 
注一〔書評〕のうち，直接関係がないと思われる他の 4点は省略
〔マルクス死後百年）連続シンボジウム案内 198 
注—マルクスの部「記念講演〔会〕」参照
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編集後記 199 
注—-マルクス死後百年についての文言有り
〔関係記事〕毎日新聞 (1983.3.14), 日本読書新問 (1983.1.24), 週刊読書人
(1983.2.7) (小阪修平）
まなぶ（労働大学）＜増刊号>(290) (1983.l2.15) 
マルクス—その人と思想
グラビア＜マルクスの生涯＞ シューコウ 1-8 
I 若きマルクス 小島恒久 9-19
Il エンゲルスとの出会い荒牧正憲 20-31
I . 「共産亀宜言」と三月革命飯田信夫 32-43
1V ロンドンでの亡命生活川口武彦 44-52. 
V 主著「資本論」第一巻鎌倉孝夫 53-65
VI 晩年のマルクス 近江谷左馬之介 66-77
VJ[ マルクス以後のマルクス主義諫山正 78-87
マルクスと私向坂逸郎 19
II 三重野栄子 31 
II 岩瀬幸男 37 
II 三上武志 45 
,9 斉藤いねじ 51 
・労大からみなさんへ 〔編集部J 88 
三田学會雑誌（慶応義塾大学経済学会） 76 (3) (1983.8.1) 
特集：カール・マルク・スー一没後100年
マルクス経済学の現代的意義常盤政治 1-20 
「宣言」と「資本論」の間より 寺尾誠 21-36
「資本論」の対照領域と残された課題井村喜代子 37-62
「資本論」第3部第5篇（上）一ーその成立と現代飯田裕康Il 63-82 
マルクスにおける二つの労働分割野地洋行 83-97
現代のME革命とマルクスの労働過程論黒1俊雄 98-113
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歴史評論（歴史科学協謙会編，校倉書房刊） (398) (1983.6.1) 
注—以下は本誌の 1 部分
特集・マルクス主義の受容と展開(1)一ーマルクス没後100年にあたって
637 
注ー一(2)は(399)に掲載，以下の論文のうち（上）にあたるものの（下）を含む
マルクス没後100年と歴史学浜林正夫 2-8
ロシアにおけるマルクス主義の受容一ーロシア・マルクス主義の成立に関連して
西島有厚 9-27 
アイルランド・ナショナリズムと社会主義（上）一コノリー＝ウォーカー論争を中
心に堀越智 28-45
アメリカにおけるマルクス主義一一社会主義政党の形成過程長沼秀世 46-64 
リンツにおけるマルクス没後百年記念特別会議参加記一「マルクス主義と歴史学」
増谷英樹 65-68 
マルクス主義と歴史学探求の50年（上） （私の歴史研究） 鈴木正四，聞き手：佐々
木隆爾 69-89, 64 
歴史評論（歴史科学協議会編，校倉書房刊） (399) (1983.7.1) 
注一~以下は本誌の 1 部分
第17回大会・総会を迎えるにあたって 松尾章一 1 
注—-1) 上記大会・総会は歴史科学協議会の大会・総会
2) 述者は当協議会代表委員
＜シンボジウム・現代からみた歴史学一ーマルクス没後100年一大会報告のために＞
企画のねらい 京都民科歴史部会委員会 3-4
世界近代史像の再検討〔報告〕 中村哲 4:-5
特集・マルクス主義の受容と展開 (2)一ーマルクス没後100年にあたって
注ー(1)は(398)に掲載，以下の論文のうち（下）にあたるものの（上）を含む
マルクス＝エンゲルスのハンガリー革命論を越えて一サボー・エルヴィン 南塚信
吾 9-23,8
日本におけるマルクス主義犬丸義ー 24-38 
中国におけるマルクス主義の受容ー一社会主義論戦を中心として 後藤延子
39-57,72 
アイルランド・ナショナリズムと社会主義（下）一ーコノリー＝ウォーカー論争を中
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心に堀越智 58-72
共同体の人類史像一一新しい歴史理論をつくりだす布村一夫 73-96 
マjレクス主義と歴史学探求の50年（下）一一学徒時代 （私の歴史研究） 鈴木正四，
聞き手：佐々木隆爾、 97-121
理論政策（日本共産党中央委員会出版局） (185) (1983.6) 
注――ー 以下は本誌の1部分
マルクス没後百周年記念講演会く5月13日＞から
注ーーマルクスの部「記念講演〔会〕」参照＇
マルクスと反共攻撃ーー歴史の教訓から 不破哲三 147-154 
注ー一1) . 上記講演会（於千代田公会堂）での講演「マルクス百年と日本共産
党」のうち，「マルクスと反共攻撃」の部分に加筆したもの
2) 「赤旗」 (1983.5.18-20,22,24)に掲載
科学的社会主義の神髄訴え 参院選で必ず勝利を一一べ'Iレクス没後百周年記念講演会
での内藤功氏のあいさつ＜大要＞内藤功 155-157 
注ー一1) 同講演会での内藤功党中央委員・前参議院議員のあいさつ＜大要＞
2) 「赤旗」 (1983.5.15)に掲載
カール・マルクスと現代の青春ー―—右と「左」の反共主義の波浪を乗り切って 日本
共産党とともに青春の選択を一ーマルクス没後百周年記念講演会からく大要＞西
沢舜ー・158-160
注ー「赤旗」 (1983.5.21)に掲載
月刊・労働組合（労働大学調査研究所） (194) (1983. 5.1) 
注＿以下は本誌の 1部分
特集＝マルクス没後100年と労働運動
日本の労働運動とマルクス主義岡崎三郎 12-17 
日本マルクス主義運動の先駆者一一堺利彦没後50年にあたって 川口武彦 18-21 
マルクスとプロレタリア国際主義 V. アレクサンドロフ著佐藤利郎訳 24-27 
三池の労働運動とマルクス主義灰原茂雄 30-33
マルクスの労働組合論と現代坂本秀行 34-37
私にとってのマルクス
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労働運動の指針岩瀬幸男 22 
生涯かけて登る高峰 中沢秀行 23
私の成長を導いた糸善康雄 28
マルクスと出合った幸せ丸山和彦 29
世界経済と国際関係（国際関係研究所訳編） (61) <夏季号> (1983.6.20) 
注—以下は本誌の 1 部分
マルクス没後100年と現代社会主義
639 
カール・マルクスの学説とソヴェト同盟における社会主義建設のいくつかの問題
ユー・アンドローボフ〔述〕 浅原正基訳 4-23 ・
原典： Andropov, I. Uchenie Karla Marksa i nekotorye voprosy 
sotsialisticheskogo stroitel'stva v SSSR. (Kommunist, No. 3, 1983) 
世界経済と国際関係（国際関係研究所訳編） (62) <秋季号>(1983.9.20) 
注ー一ー以下は本誌の 1部分
マルクス没後100年記念論文集
カール・マルクスと人間の解放の世界史的過程 ヴェ・ザクラージン，エス・メンシ
コフ，ィ・フローロフ〔述〕 浅原正基訳 4-24
原典： Zagladin, V., Menshkov, S., Frolov, I. Karl Marks i 
vsemirnoistoricheskii protsess osvobozhdeniia chelobeka. 
(Kommunist, No. 6, 1983) 
マルクス経済学と現代資本主義分析の方法論エリ・アバルキン〔述〕 中野雄策訳
24-41 
原典： Abalkin, L. Politicheskaia ekonomiia Marksa i metodologiia 
analiza sovremennogo kapitalizma. (Mirovaia Ekonomika i 
Mezhdunarodnye Otnosheniia. No. 2, 1983) 
マルクス地代論の若干の問題 ア・コーガン〔述） 中野雄策訳 41-56 
原典： Kogan, A.・Nekotorye problemy teorii differendial'noi renty 
K. Marksa. (Ekonomicheskie Nauki, No. 4, 1983) 
マルクスの経済学説における所有の問題エム・サーコフ〔述〕 岡田 進訳 56-76
Problema sobstvennosti v e onom1cheskom uchenii 原典： Sakov, M. k 
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Marksa. (Korn血unist,No. 4, 1983) 
世界経済と国際関係（国際関係研究所訳編） (63) <冬季号> (1983.12.20) 
注ー一以下は本誌の 1部分
マルクス没後100年記念論文集 I 
マルクスはつねに現代的である エル・コソラーボフ〔述〕
原典： Kosolapov, R. Marks sovremenen vsegda. 
繹正甚訳 4-36
(Kommunist, 
No. 7, 1983) 
マルクスの事業は生き，そして勝利する 37-106 
164 
原典： Delo Marksa zhivet i pobezhdaet. (Mirovaia Ekonomika i 
Mezhdunarodnye Otnosheniia, No. 6, 1983) 
マルクスの経済学説と現代資本主義 ヴェ・マルトウイノフ〔述〕 37-45 
原典： Martynov, V. Ekonomicskoe uchenie k. Marksa i 
sovremennyi kapitalizm. 
マルクスの著作における恐慌と循環の諸問題エル・エントフ〔述〕 45-53 
原典： Entov, R. Problemy krizisov i tsiklov v rabotakh K. Marksa. 
マルクス・レーニン主義貨幣理論と現代資本主義のもとでの価値の貨幣形態の特徴
ヴェ・シェナエフ〔述〕 54-62 
原典： S~enaev, V. Marksistsko-leninskaia teoriia deneg i 
osobennosti de~ezhnoi formy stoimosti v usloviiakh 
sovremennogo証pitalizma.
マルクス「資本論」における信用の諸問題と現代資本主義の信用制度 ア・アニー
キン〔述〕 62-67 
原典： Anikin, A. Problemy kredta v <Kapitale> K. Marksa i 
kreditnaia sistema sovremennogo kapitalizma. 
マルクス・レーニン主義経済理論と資本主義国の経済政策の分析 ヴェ・クズネッ
オフ〔述〕 67-71 
原典： Kuznetsov, V. Marksistsko-leninskaia teoriia i analiz 
ekonomicheskoi politiki kapitalisticheskikh stran. 
以上中野雄策訳
マルクスの方法と，国独資の条件のもとでの経済理論と政策との相互作用の諸問題
641 
イ・オサッチャヤ〔述） 71-77 
原典： Osadchaia, I. Metod K. Marksa i voprosy vzaimodeistviia 
ekonomicheskoi teorii i politiki v usloviiakh GMK. 
マルクスの商業資本理論と現代 エス・ザグラーディナ〔述〕 77-80 
原典： Zagladina, S. Marksova teoriia torgovogo kapitala i_
sovremennost'. 
貨幣減価のマルクス主義的概念と現代インフレーションの諸問題 イ・ネルーシェ
ンコ〔述〕 -80-83 
原典： Nerushenko, I. Marksistskaia kontseptsiia obestseneniia 
deneg i problemy sobremennoi infliatsi. 
資本主義の通貨関係とマルクス＝レーニン主義的貨幣理論 イ・コロリヨーフ
〔述〕 83-85 
原典： Korolev, I. Valiutnye otnosheniia kapitalizma i 
marksistsko-leninskaia teoriia deneg. 
国家の経済的役割についてのマルクス エス・ダーリン〔述〕 85-88 
原典： Dalin, S. K. Marks ov ekonomicheskoi roli gosudarstva. 
ブルジョア国家と経済ユ・シシコーフ〔述〕 88-94 
原典： Shishkov, I. Burzhuaznoe gosudarstvo i ekonomika. 
マルクスの学説に照らした効率の問題 ベ・ドブロヴィンスキー〔述〕 94-96 
原典： Dobrovinskii, B. Voprosy effektivnosti v svete ucheniia K. 
Miirksa. 
マルクス理論と戦後経済循環 ユ・チジョーフ（ノヴォシビルスク）〔述〕 96--101 
原典： Chizhov, I. (Novosibirsk) Teoriia K. Marksa i poslevoennye 
ekonomicheskie tsikly. 
マルクスの方法論と資本主義生産の管理における最新の現象の分析 エヌ・クリー
モフ〔述〕 101-104. 
原典： Klimov, N. Metodologiia K. Marksa i analiz noveishikh 
iavlenii v upravlenii kapitalisticheskim proizvodstvom. 
農工統合の分析のマルクス主義的方法論 ヴェ・モローゾフ〔述〕 104-106 
原典： Morozov, V. Marksistskaia metodologiia analiza 
agropromyshlenn01 mtegratsn. 
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以上岡田進訳
世界経済と国際関係（国際関係研究所訳編） (64)<春季号> (1984.3.20) 
注＿以下は本誌の 1部分
マルクス没後100年記念論文集 Il 
マルクスの事業は生き，そして勝利する 4-42 
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原典： Delo Marksa zhivet i pobezhdaet. (Mirovaia Ekonomika i 
Mezhdunarodnye Otnosheniia, No. 7-8, 1983) 
注-No.7: 4-27, No. 8: 28-42 
マルクス＝レーニン主義的世界経済概念の若干の諸問題 エム・マクシーモヴァ
〔述〕 4-11 
原典： Maksimova, M. Nekotorye voprosy marksistsko-leninskoi 
kontseptsii・vsemirnogo khoziaistva. 
マルクスの資本の過剰蓄積理論と現代の資本移動の特殊性 ユ・アジュベイ〔述〕
11-15 
原典： Adzhubei, I. Marksova teoriia perenakopleniia kapitala i 
osobennosti sovremennoi migratsii kapitala. 
資本の過剰蓄積，資本輸出および産業循環 テ・ベロウース〔述〕 15-18 
原典： Belous, T. Perenakoplenie kapitala, ego vyvoz i 
promyshlennyi tsikl. 
多国籍企業の国際的生産とマルクスの資本学説 ヴェ・スラヴィンスキー〔述〕
18-22 
原典： Slavinskii, V. Mezhduriarodnoe proizvodstvo TNK i 
marksovo uchenie o kapitale. 
資本主義的蓄積の一般法則と労働者階級の状態 ヴェ・リュビーモヴァ〔述〕
22-27 
原典： Liubimova, V .Vseobshchii zakon kapitalisticheskogo 
nakopleniia i polozhenie rabochego klassa. 
マルクス＝レーニン主義理論に照らしたグローバルな諸問題の社会的側面 エヌ・
イヴァノーフ〔述〕 28-30 
原典： Ivanov, N. Sotsial'nye aspekty global'nykh problem v svete 
marksistsko-leninskoi teorii. 
643 
マルクスと労働力の再生産の諸問題エフ・ブルジャーロフ（述） 30-33 
原典： Burdzhalov F. K. Marks i voprosy vosproizvodstva rabochei sily. 
国家独占資本主義のシステムにおける社会保障 エリ・ソロヴィエヴァ〔述〕
33-36 
原典： Solov'eva, L. Sotsial'noe obespechenie v sisteme 
gosudarstvenno-monopolisticheskogo kapitalizma. 
管理労働についてのマルクスと中級管理者の階級的状態 ヴェ・ペスチャンスキー
〔述〕 36-39 
原典： Peschanskii, V. K. Marks ob upravlencheskom trude i 
klassovoe polozhenie srednikh menedzherov. 
マルクスと国際労働運動の若干の諸問題イェ・ヤロホーロフ〔述〕 39-42 
原典： Iaropolov, E. K. Marks i nekotorye problemy 
mezhdunarodnogo rabochego dvizheniia. 
以上岡田進訳
マルクスの「資本論」執筆期間のなかのほとんど研究されていない一時期について
イ・バルドウイレフ〔述〕 中野雄策訳 43-57 
原典： Boldyrev, I. Ob odnom maloissledovannom periode raboty 
K. Marksa natl <kapitalom>. 
社会科学研究年報（社会科学研究セミナー編， 合同出版刊） (7) <1983年版> (1983. 
12.25) 
注ー一少以下は本誌（全6部）の 1部分
第6部古典研究＝マルクス没後100年記念
労働能力と変革主体の形成一ー「自由時間」拡大と人格の発展海老沢照明
221-236 
「マルクス，エンゲルスの音楽論」研究への序説 斉藤紀生 237-254 
社会主義（社会主義協会） (214)<夏季増刊号> (1983.7.30) 
特集・没後100年一ーマルクス主義に学ぶ
マルクス没後百年に思う 向坂逸郎 6-9 
マルクス主義とはなにか＿若き労働者への手紙佐藤保 10-20
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マルクスの歴史観岡崎三郎 21-29
マルクスの国家観荒牧正憲 30-39
マルクス主義の政党論近江谷左馬之介 40-50
マルクスは「労働」をどう捉えたか鎌倉孝夫 52-64 
マルクスと労働組合篠藤光行 66-75
マルクスと教育ーー一つの試論吉田震太郎 76-84
没後百年に思うこと大島清 86-87
マルクス主義に新しい血を相原茂 88-89
芸術の階級性〔再録〕 山崎八郎 90-100 
日本におけるマルクス主義の80年川口武彦 101-112 
マルクス・エンゲルス選集の完成〔再録〕 大内兵衛 114-115 
マルクスの切手鈴木鴻一郎 116-117
フリードリッヒ・エンゲルス生誕150年を回想し｀て一ーそのマルクス主義への貢献
向坂逸郎 118-132 
刺激された淡谷氏の「資本論学習会」 駒田正義 51 
“吉田学校”といわれて 吉田栄一 65
学習運動の再強化をめざして柴戸善次 85
注—ーマルクス没後百年の文言有り
炭焼き少年を鍛えた全林野田井肇 113
月刊社会党 (322) (1983.3.1) 
注ー一以下は本誌の1部分
マルクス没100年 1883-1983 
マルクス主義と現代〔インタビュー〕 向坂逸郎社会党顧問に聞く 180-194 
マルクスの現代的意義大内力 195-207
新地平（新地平社） .(105) (1983.7.10) 
注—以下は本誌の 1 部分
特集・マルクスを“いま”に活かすために
労働者階級と現代社会（上）—―—重層的差別と管理抑圧の下で菅孝行 28-36
注―-―（下）は (106) に掲載， 個別記事として当（上）の重出を含めて著者か
168 
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ら記述
初期マルクスと階級形成（上） 田賀弘志 37-47 
注＿（下）は (107)に掲載，個別記事として著者から記述
マルクスにおける労働と階級の問題ー一労働の解放をめぐって 白川真澄 48-59 
注ー一ー当副標題は，表紙では「労働の解放にむけて」とあり
マルクスと労働者評謙会の思想＿プロレタリア独裁の“形態”と“内容” 有田越
郎 60-68
マルクス没後100年における現代資本主義認識の性格鎌倉孝夫 69-79 
「マルクス没後百年」をめぐる思想状況ー一思想を自己との格闘の場でとらえる作業
を！ 天野恵ー 80-88 
思想（岩波書店） (705) <1983年第3号> (1983.3.5) 
特集＝マルクスと現代
物象化論の構制と射程廣松渉 2-32
〔思想の言葉＜欄＞〕 山之内靖 33-35
注ー一ーマルクス「経済学・哲学草稿」の研究についてニコライ・ラーピンの文
献考証を論じたもの
マルクスからの再出発〔鼎談〕 河野健二，中岡哲郎，阪上孝 36-55
私のなかのマルクス 平田清明 56-70 
マルクスの今日〔海外特別寄稿〕
世界的規模での資本主義の拡張，労働者階級の革命的使命，社会主義への移行の在
り方について サミール・アミン〔述〕 山崎カヲル訳 72-77 
原典： Some notes on the expansion・of capitalism on a world scale, 
the revolutionary calling。fthe working class and the 
problematique of the transition to socialism, by Samir Amin. 
C 1983. 
「マルクス主義の危機」一ーマルクス主義の現代的意義 エチェンヌ・バリバール
〔述〕 今村仁司訳 78-85 
原典： "Crise du marxisme", Actualite du marxisme, parもtienne
Balibar. c 1983. 
真のマルクス主義とはマルクス主義的リアリズムなり アンドレ・グンダー・フラ
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ンク〔述〕 恒川恵市訳 86-95 
原典： Real Marxism is Marxist realism, by Andre Gunder Frank. 
C 1983. 
マルクスにおける時間問題ヘルマン・イシトヴァーン〔述〕 丸山珪一訳
96-101 
原典： Die Problematik der Zeit bei Marx, von Hermann Istvan. 
C 1983. 
マルクスの思想における労働者階級の革命的潜勢力の中心性 エルネスト・マンデ
ル〔述〕 山本啓訳 102-115
原典： The centrality of the revolutionary potential of the working 
class in Marx's thought, by Ernest Mandel. c 1983. 
反マルクス主義的マルクス主義 ボール・ピッコーネ〔述〕 粉JI!哲夫訳 116-123 
原典： Marx's thought today, by Paul Piccone. c 1983. 
マルクス主義と革命ポール・M.スウイージー〔述〕 川崎修訳 124-133
原典： Marxism and revolution-100 years after Marx. by Paul M. 
Sweezy. c 1983. 
* This article will appear in Monthly Review, vol. 34, no. 10, 
March 1983. 
マルクスの自由概念 アンドレイ・ヴァリッキ〔述〕 川崎修訳 134-155 
原典： The Marxian conception of freedom, by Andreij Walicki. 
C 1983. 
* This article will be appearing in a volume entitled 
Concepts of Liberty, edited by Dr Z. Pelczynski and Dr 
J. Gray, to be published by The Athlone Press in 1984. 
現代資本主義論とマルクス主義 ゲルハルト・ブラント〔述〕 徳永重良，佐藤
忍訳 156-168 
原典： Reflections on the relevance of Marxism for the theory of 
contemporary capitalism, by Gerhard Brandt. _ c 1982. 
注＿上記は述者が1982年秋来日の際，東北大学で行った講演原稿のタイト
Jレ
マルクスの労働概念-!Ww't~-f-(7)~~<7.)f;::ai)fr. (2) 山崎カヲル 169-190 
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注――—本論文は，上記副標題を継続して (1), (3-6)を (702)(707) (709) 
(712) (718)に各標題を異にして掲載されている，本質においてマルクス
論であるが，論述対象は非常に広範囲（構造主義，記号論，経済人類学）
に及んでいる，マルクスの部「雑誌一個別記事」に本論文の再出を含めて
採録
〔関係記事〕日本読書新聞 (1983.3.14),図書新聞 (1983.8.6)
非対象化労働論今村仁司 191-207
マルクスと世界認識のパラダイム 山本啓 208-236
アメリカ・マルクス主義の一つの帰趨粉川哲夫 237-249
マルクスー再生か葬送か〔討論〕 竹内芳郎，いいだもも，小阪修平，戸田 徹
250-293 
注ー一当討論についての編集部後記参照 293, 296 
〔関係記事〕毎日新聞 (1983.3.14),日本読書新聞 (1983.1.24),同 (1983.3.14),
同 (1933.5.9), 同 (1983.12.26) (山崎カヲル）， 図書新聞 (1983.4.23)
（吉田憲夫），同 (1983.8.6)(山崎カヲル）
思想の科学 (48) (1984.6.1) 
注ー一ー以下は本誌の 1部分
主題・マルクス・ 101年
ラ・トロープ大学で話したこと，話さなかったこと一私とマルクス主義 日高六郎
2-6 
マルクス主義の反省花崎泉平 7-11
精神のひからび—敗者復活戦のマルクス 本山美彦 12-19 
社会主義にとってのマルクス 岩田昌征 20-22
私にとってのマルクス
リンカン的要素藤田整 22-23
方法としてのマルクス鈴木正 23-24
私もマルクス主義者ではない深江誠子 24-25
青野季吉の「ズレ」感覚 こし石まさし 25-26
混信乱便長岡弘芳 26-27
n範梃選択論」の一節今村修 28
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マルクスと食糧問題大井嘉子 29
マルクス主義と現代加太こうじ 30 
文章という方法尾鷲茂 31
腰の低さ，あるいは公理的態度北沢恒彦 32 
明日といわず千早陽生 68-69
「教養」の証明塚崎直樹 69
深い感動があるから 棟安経子 70
別のもう一つの世界草間徹雄 71
もっと語ろう 小林哲夫 71-72
何度目か，もう一度 岡本まさ子 72-73
同一の平面で 田中泰史 73-74
労働日と精神の自由 森野道男 74 
なんとなくマルクス 杉山博昭 75
反権威・反権力という根幹竹沢尚司 75-76 
ひげもじゃの顔の輝き・岡本直ー 76-77 
「戦争」についての明解な理論秋山 明 77-78
不器用に生きる者にも 杉山透 78-79
表紙のない「資本論」 東政次郎 79-80
なお当分のおつき合い片岡寛 80
マルクス主義と二重思考笠井潔 33-37
芸術上のリアリズムー一私にとってのマルクスと美術永井潔 38-41
マルクス主義の学校鎮目恭夫 42-43
マルクス＿私の読み方小谷注之 44-45
マルクス・ルネッサンスと経済学一ースラッフィアンとの対話〔インタビュー〕
高須賀義博，聞き手：塩沢由典 46-55 
ケインズとグラムシを結ぶ環ーースラッファ以後のマルクス状況 いいだもも 56-67
マルクス主義と身体論金井淑子 97-105
ユーゴスラヴィア自主管理社会主義におけるストライキ 岩田昌征 106-117 
編集後記〔の一部分〕加太こうじ 152 
注＿表紙には「マルクス・ 101年一敗者復活の時代には．．．．．．」とあり
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書評（関西大学生活協同組合・組織部「書評」編集委員会） (68) (1984.1.10) 
注ー一以下は本誌の1部分
特集・K.MARX 
ファシズムの先駆者マルクス 池田浩士 4-14
〔関係記事〕日本読書新聞 (1984.3.12)
649 
グラムシの哲学一一存在論と客観性の構成 トマス・ネメット〔述） 竹内良知訳
15-27 
新聞，諸雑誌よりみたマルクス没後100年記念の動向重田晃ー 28-48 
マルクスのマルクス主義ー一科学的社会主義をめぐって 渡辺幸博 49-59
現代化のなかの「資本論」一ー情報化社会をみる眼とマルクス 若森章孝 60-67
マルクスの哲学における類と疎外ーボルトマンとの関連をふまえて 山本冬彦
68-76 
レーニン主義に現代的有効性はあるのか庄野克己 77-87 
ネオ・マルクス主義をこえて一ーボール・ピッコーネ著「現象学的マルクス主義」
（せりか書房刊＜資本のパラドックス＞所収）を媒介として 中村主水 88-96
〔関係記事〕図書新聞 (1984.3.3)
書斎の窓（有斐閣） (324) <B2年5・6月号> (1983.5.1) 
注――—以下は本誌の 1 部分
没後100年目のマルクス
マルクス信仰甲斐道太郎 2-5
マルクス像の可能性と現実性平井俊彦 6-9
マルクス体系ー一その魅力と難解さと 斉藤謹造 10-12
アンチ・マルクス離れ高須賀義博 13-15
マルクスを現代にこそより広くー一没後100年の日に 伊藤誠 16-20 
マルクスの人間論における経済学と哲学内田 弘 21-25
パターナリスト・マルクス・ホブソン小谷注之 26-30
マルクス主義と抑圧本山美彦 31-35
書斎の窓（有斐閣） (331) (1984.2.1) 
注ーー以下は本誌の 1部分
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マルクスの新世紀
アメリカ・マルクス経済学の動向と特徴長島誠ー 2-6 
従属学派のソ連観荒川弘 7-12
欧米マルクス学派との交流ーーマルクス没後100年の年に 伊藤誠 13-17
哲学（日本哲学会） (33) (1983.5.1) 
注—以下は本誌の 1 部分
特集・歴史と進歩ーーマルクス死後100年
シンボジウム・歴史と進歩ーーマルクス死後百年にあたって
歴史と進歩関雅美 1-14
マルクスにおける人間と歴史鈴木茂 15-40
歴史と進歩荒川幾男 41-51
東京経大学会誌 (134) (1983.12.25) 
マルクス没後100年記念号
巻頭言・いまなぜマルクスか今村仁司 3-4
第1部＜マルクス没後100年記念シンポジウム＞報告
〔プログラム〕 5 
主催者あいさつ今村仁司.7-8 
(1) マルクスと経済学春田素夫 9-42
(2) マルクスと哲学廣松渉 43-72
(3) マルクスと政治学柴田高好 73-109
(4) マルクスと＜第三世界＞山崎馨（カヲル） 111-140 
(5) マルクスと現代経済学高須賀義博 141-173
注ー 一内，〔討論〕 165-173 
注—当シンポジウムについては， マiレクスの部「記念講演〔会〕」ー当大学
主催参照
第2部＜マルクス論集＞
174 
「資本論第1部」第2版の邦訳を終えて 江夏美千穂 175-203
現代資本主義分析とカール・マルクス 長島誠ー 205-231
資本の絶対的過剰生産の成立機構藤井速実 233-253
651 
企業者利得と創業者利得高山朋子 255-288
第3部＜研究ノート・資料＞
管理と支配についてのノート 長岡克行 289-303
史的唯物論の基礎概念と自然科学〔研究ノート〕 大沼正則 305-325 
労働と時間について 今村仁司 327-332 
マルクスは今に生きるか〔マルクス没後100年記念座談会＜資料＞〕 荒川幾男，
今村仁司，柴田高好，春田素夫，＜司会＞山崎馨（カヲル） 333-347 
編集後記今村仁司 349
注—巻頭，マルクスの写真有り
〔関係記事〕日本読書新聞 (1984.2.6)
季報・唯物論研究（大阪唯物論研究会哲学部会） (10/11) (1983.9.20) 
特集・マルクス死後100年
マルクス死後100年に際して 編集部 1-2 
唯物論へのマルクスの移行田畑稔 3-18
マルクス「百年」記念にかんして大井正 19-24,36 
マルクス死後百年をめぐる特集雑誌の論調紹介と若干の論評ーーマルクス主義の危機
鷲田小禰太 25-30 
注ー一当記事，後に論者著「書解・現代マルクス主義」に＇〔第〕 I 〔章〕とし
て収録，マルクスの部「単行書」参照
マルクス労働論の新展開川口 章 31-36
書評・内山節著「労働の哲学」ー一労働過程論体系化への構想渡辺謙 37-39,30 
プロレタリヤ無神論者インターナショナルーー!PF内部抗争と分裂 （日本戦無成立
前史稿.2) 木村四郎 40-47, 30 
日本語に「無主語文」は在るか，在り得るか一ーパロール言語学根拠論試験灰野昇
三 48-52
私のプロレタリア文化活動時代（完） 船山信一 53-61 
注ー (1)(2)は，本誌 (4), (7/8)に各掲載，当目録には採録略
注—「編集後記」欄（山本睛義述） 62-63をも参照
唯物論研究（唯物論研究協会編；汐文社刊） (8) (1983.5.10) 
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総特集・現代のマルクス像一ーマルクス没後100年
マルクスの「唯物論」概念石井伸男 2-15 
「物象化」概念の認識論的反省岩佐茂 16-29
マルクス主義哲学における弁証法の問題ー一根本諸法則と諸カテゴリーをめぐって
岩崎允胤 30-46 
社会学者としてのマルクス 河村望 47-57
マルクス主義価値論論争高田純 58-71
マルクスの芸術論一ーベリ ・ヘーゲルとの関連で志田昇 72-80
マルクスのテヒノロギー史抜粋ノート ーーボッペ「テヒノロギーの歴史」と「資本
論」 吉田文和 81-88 
マルクスの婦人解放論伊藤セッ 89-96 
マルクスとダーウィン宇佐美正一郎 97-105 
マルクスにおける人間概念の展開＜一般公募入選作＞ 立野保男 106-115, 80 
わたしのマルクス
マルクスの復活芝田進午 116-123 
「資本論」と技術論藤井陽一郎 124-126 
思想と想像のたのしみ永井潔 127-129
疎外・物象化・社会的物質古賀英三郎 130-132 
マルクスのt真に自由な労働」によせて 関春南 133-135,162 
わたしのマルクス 山口勇子 136-138 
現代日本における歴史の主体を考える〔対談〕 沼田稲次郎，江口朴郎 139-159 
唯物史観（向坂逸郎編，河出書房新社刊） (25) (1983.11.7) 
巻頭言＝私とカール・マルクスの思想 向坂逸郎 2-6 
特集＝現代とマルクス主義
序言川口武彦 7
I マルクス主義とはなにか佐藤保 8-17
コメント
佐藤報告「マルクス主義とはなにか」に関連して 御園生等 18-20 
佐藤報告「マルクス主義とはなにか」 鎌倉孝夫 20-23 
マルクス主義の原理とはなにか 田中勝之 23-26 
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I 先進国革命論とは何か—旧来の革命論との対比において 福田 豊 27-38
コメント
福田報告を読んで御園生等 39-41
先進国革命論批判塚本健 41-50
コメントにたいして
塚本健氏に答える福田豊 50-57
コメント
「現ftj筍本主義と社会主義像」にみる福田論文への疑問と批判的提言篠藤光
行 58-64
コメントにたいして
篠藤光行氏のコメントを読んで福田豊 64-68
皿 「資本論」と現代鎌倉孝夫 69-80
コメント
「資本論」の二つの課題をめぐって 松井安信 81-84
鎌倉報告「『資本論」と現代」 荒牧正憲 85-88 
疇．
大きな金字塔相原茂 89-90
ジャン・ジョレスとマルクス主義岡崎三郎 91-92 
マルクスと河上肇杉原四郎 92-94
マルクスと学生部長 小野朝男 94-96 
マルクスとアダム・スミス 鈴木喜久夫 96-97 
、「資本論」研究
I 価値と価値形態の論理の形成奥山忠信 98-110 
I 商品形態論の生成渡辺好庸 111-135
皿 マルクス商品論におけるヘーゲル的構成 中村健三 136-146 
lV 「資本論」と重商主義一ー大塚久雄，宇野弘蔵両氏の所説をめぐって・長島伸
- 147-160 
V 重商主義段階における農業の変容と労働力商品の造出 石井徹 161-174 
VI 株式資本と資本の競争機構 中村泰治 175-185 
「資本論」と私
実践的賃金論原八峰 186-189
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「資本論」と私村上博子 189-190
長野にも，研究会篠原稔 190-192
「山梨社研」十周年記念集会報告古屋二三男 192-194 
城下町会津若松における「資本論」研究会湯田慶雄 194-195
カール・マルクス年1983にたいする SED中央委員会のテーゼ近江谷左馬之介
196-210 
編集後記川口武彦，鎌倉孝夫 211-212
前衛 (1:1本共産党中央委員会） (488) (1983.1.1) 
注――•以下本誌の 1 部分
特集・マルクス没後百年と現代の課題
現代の思想状況とマルクスー~日本思想界のマルクス批判の反科学性鰺坂真
131-155 . 
現代経済学の危機と変革への視角高野平次郎.,156-166
転換期に立つ歴史学の方法福岡猛志 167-176
前衛（日本共産党中央委員会出版局） (495) (1983.8.1) 
注ー一以下は本誌の 1部分
マルクス没後百年と現代
〔関係記事〕赤旗 (1983.8.1)(佐々 木一司）
マルクス没後百周年記念講演会
注ー一日本共産党中央委員会主催 (5.13於東京・千代田公会堂），マルクスの
部「記念講演〔会〕」参照
マルクス百年と日本共産党不破哲三 26-54
注ー一上記講演に加筆したもの，後に同氏著「現代に生きるマルクス」に再
掲載，同上および「単行書」参照
カール・マルクスと現代の青春西沢舜ー 55-64
注—上記講演に加筆したもの，同上参照
科学的社会主義の神髄訴え内藤功 65-69
注—上記講演会における挨拶の大要，同上参照
マルクス百年にさいして一海外の党からの寄稿論文
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注＿以下の論文に関する原典注記は，「前衛」編集部の教示によるもの
マルクスの生涯に息づく精神 チェーザレ・ルボリーニ＜イタリア共産党中央委
員＞〔述〕 70-83 
注—-3 月に開かれたイタリア共産党第16回大会での筆者によるカール・マ
ルクス没後百周年記念講演のテキスト
原典： Cesare Luporini : Commemorazione del Centesimo 
Anniversario della Morte di Karl Marx. 
イギリス労働者階級の任務 やコートン・マクレナン＜イギリス共産党書記長＞
〔述〕 84-89 
注ー一1) 1983年4月ベルリンで開かれたドイツ社会主義統一党主催のマル
クス没後百周年記念国際学術会議における発言テキスト
2) 筆者原綴： Gordon McLennan 
今日のプロレタリア国際主義 E.M.S. ナンブーディリパドくィンド共産党〔マル
クス主義〕書記長＞（述〕 90-100 
原典： E. M. S. Namboodiripad : Proletarian internationalism today. 
いまこそ世界変革のとき ヤン・デブローベル＜ベルギー共産党政治局員・全国書
記＞〔述〕 101-107 
注＿ベルギー共産党機関紙ドラボー・ルージュ1983年5月11-12日付に掲
載されたカール・マルクス没後百年，ジョセフ・ジャクモット生誕百年
記念集会における講演のテキスト
原典： Jan Debrouwere : "I s'agit maintenant de transformer le 
monde" 
今日の国家独占資本主義分析 ハインツ・ユンク＜ドイツ共産党幹部会員・ マルク
ス主義調査研究所所長＞〔述〕 108-124 
原典： Heinz Jung : Die Marxische Kapitalismustheorie und die 
Analyse des staatsmonopolistischen Kapitalismus Heute. 
社会主義めざす闘争ー一北欧諸国とヨーロッパ バルグ・フル＜ノルウェー社会主
義左翼党中央委員・前議長＞〔述〕 125-132 
原典： -Berge Furre : The struggle for socialism-The Nordic 
countries and Europe. 
現代におけるマルクス主義 エリック・アーロンズ＜オーストラリア共産党前全国
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書記＞〔述〕 133-146 
原典： Eric Aarons : Marxism today. 
先進国での現代社会主義戦略 ゲルト・ペーターセン＜デンマーク社会主義人民党
議長＞〔述〕 147-161 
原典： Gert Petersen : . On a modern socialist strategy in the highly 
industrialized countries of bourgeois democracy, inspired by . 
Marxism. 
マルクスと革命的労働者政党 エルビラ・コンチェイロ・ボルケス＜メキシコ社会
主義統一党中央委員＞（述〕 162-176 
原典： Elvira Concheiro Borquez : Marx y el partido obrero 
revolucionario. 
カール・マルクスの有効性 ホセ・サンドバル＜スペイン共産党名誉中央委員・
「ヌエストラ・バンデラ」誌主幹＞〔述〕 177-181 
原典： Jose Sandoval : . La vigencia de Marx. 
開かれた展望と新しい課題ハーンス・アールビッドソン＜スウェーデン左翼党
〔共産党〕中央委員会書記＞〔述〕 182-190 
注—筆者原綴： Hans Arbidsson 
〔関係記事〕赤旗 ・.11.1)(足立正恒）
i 個別記事
鰺坂真
「カール・マルクス」学習の意義 （科学的社会主義の哲学一ーレーニン「カール・マ
ルクス」をテキストとして＜新連載中級講座＞第1回） 月刊学習 (275) 60-70 
(1983.9.1) 
注—マルクス没後百周年の文言有り
鰺坂真
マルグスの理論活動 （科学的社会主義の哲学—レーニン「カール・マルクス」をテ
キストとして＜新連載中級講座＞第2回） 月刊学習 (276) 48-56 (1983.10.1) 
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Andr-opov, I. 
カール・マルクスの学説とソ連における社会主義建設の若干の諸問題上・下 ユー リ
ー・アンドロポフ〔述〕 世界政治 (644-645)< 5 月上—下旬号> 34-40, 57-62 
(1983.5.10-25) 
有井行夫
注ー1) 著者はソ連共産党中央委員会書記長，ただし1984年2月9日没
2) ソ連共産党理論・政治誌「コムニスト」第3号からの訳
すぐれた「教科書」づくりを （大特集・経済学のすすめ 83年版ー私の発言，経済学
を教える立場から） 経済 .(229) 188-189 (1983.5.1) 
浅田彰
ぼくたちのマルクスー一“交通”の冒険者へのオマージュ 中央公論 98 (5) 154-161 
(1983.5.1) 
馬渡尚憲
2つのマルクス自筆本一一没後100年目の再会木這子（きぽこ）＜東北大学付属図書
館報> 8 (2) <w. no. 30> 1-3 (1983.8.31) 
Bogomazov, G., Zakharova, I. 
ソ連邦におけるマルクス＝レーニン主義経済学の発展 ボゴマーゾフ，ゲおよびザハー
ロヴァ，ィ・〔述〕 宇高基輔訳世界経済と国際関係 (61)<夏季号> 146-159 
(1983.6.20) 
原典： Razvite marksistsko-leninskoi politicheskoi ekonomii v SSSR. 
(Ekonomicheskie Nauki, :¥'l"o. 1, 1982) 
江夏美千穂
「資本論第1部」各版（初版，第2版，フランス語版）の訳業を終えて 経済系 (139)
132-145 (1984.4.5) 
注ー 一-1) 於関東学院大学大学院の講演内容，ただし当目録マルクスの部「記念
講演〔会〕」には採録していない
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2) マルクス没後100年の文言有り
江夏美千穂
「資本論」供養 図書館だより（東京経済大学図書館） (26) 1 (1983.10) 
江夏美千穂
「資本論」出版ミステリー ーーマルクス没後100年記念講演東京経済大学学報 16 
(6) 1-2 (1984.1.31) 
福冨正美
注―この文章は，同大学図書館主催のマルクス没後 100年，ケインズ，シュム
ペークー生誕 100年記念展示会に伴う講演 (1983.12.3) の内容に加筆した
もの，マルクス，ケインズ，シュムペーターの部「記念講演〔会〕」参照
日本語版「共産党宣言」とわたしの学問一ーマルクス没後100年を記念して〔随想〕
阪南大学紀要・阪南論集一人文・自然科学編 18 (4) 65-75 (1983.4.28) 
降旗節雄，清水正徳，日高普
歴史的発展と時間のとらえ方一一社会科学と時間の三段階論〔座談会〕 書斎の窓
(328)・27-48 (1983.10.1) 
花田仁伍
差額地代 I・ 農家的価格規定論争ー一大内力氏のエンゲルス，マルクス批判への批判
（上・中・完） 経済 (233-235) 172-197, 200-212, 224-249 (1983; 9.1, 10. 
1,、11.1)
〔関連記事〕赤旗 (1983.10.31)
針生誠吉
ロンドンのマルクスと日本のマルクス 月刊社会党 (325) 125-137 (1983.6.1) 
長谷川正安
「資本論」ではじまり「資本論」で終る現役時代 （大特集・経済学のすすめ 83年版
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＿ずいそう，若き世代へ） 経済 (229) 46-147 (1983.5.1) 
服部文男
不破哲三著「現代に生きるマルクス」 〔Book新刊案内〕 経済セミナー (241)
286-287 (1984.5.1) 
服部文男
反共産主義的攻撃とマルクス（上・中・下） 経済 (232-234) 44-51 ; 84-95 ; 83-90 
(1983 ; 8.1, 9.1, 10. 1) 
服部文男
マルクス・エンゲルス研究の最近の動向と課題 （マルクス・エンゲルス研究の新段階
10<服部文男監修＞） 経済 (237) 274-280 (1984.1.1) 
注ー一1) 「マルクス・エンゲルス研究の新段階 1-9」は， 「経済」 (227,229.
231-236)に掲載，マルクスの部「雑誌ー特集号」参照， 10以降は当「雑
誌一個別記事」に採録， 11以降当注記事項略
2) マルクス没後100年の文言有り
〔関係記事〕赤旗 (1983.12.19)
服部文男
ルーゲおよびマルクス編「独仏年誌」 木這子（きぼこ）＜東北大学付属図書館報＞
8 (2) <w. no. so> 4 (1983.8.31) 
林真左事
「ドイツ・イデオロギー」の世界親（上・中・下） インパクション (24-25,27) 
70-83, 58-71, 112-126 (1983;7.15, 9.15; 1984.1.15) 
注ーー（上）（中）はマルクスの部「雑誌ー特集号」に採録したものの重出
林真左事
「自然弁証法」の意義と編集問題ーーマルクス主義唯物論の復権のために インパクシ
ヨ1/(21) 104-118 (1983.1.15) 
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林直道
マルクス没後百年学習の友 (362) 108 (1983.10.1) 
日高普
「資本論」における予備的側面 （特集・当たるも予測，当たらぬも予測） 経済セミ
ナー (349) 32-37 (1984.2.1) 
平野喜一郎
＜マルクス葬送派＞批判ー一人間の自由と解放 文化評論 (273) 115-132 (1983. 
12.1) 
〔関係記事〕赤旗 (1983.11.8)
平田清明
コンメンタール「資本」論 44-46 経済セミナー (336-338) (1983;1.1, 2.1, 3.1) 
44 超過利潤の地代への転化（下） (336) 116-123 (1.1) 
45 収入とその源泉（上） (337) 126-135 (2.1) 
46 ” （下） (338) 120-128 (3.1) 
注ー一1) 当論文は，経済セミナーに4年にわたり連載され，46をもって完結した
ものである，当目録では本(1983)年に掲載された44-46のみを採録した
2) 当論文は，単行害「コンメンタール「資本」 1-4」として1980.7.10-
1983.3.20に刊行，マルクスの部「単行書」参照
廣松渉
いいだもも，伊藤誠，菅孝行，北沢洋子，山川暁夫・「マルクス没後百年一~その現
代的意義」一一護教でも葬送でもない柔軟な姿勢 〔Postbook review〕 週刊ボ
スト 15(24) 88-89 (1983.6.17) 
廣松渉
「共産党宣言」の思想—本邦末紹介資料の披露を兼ねて （分載第1-4回） イン
ノぐクション (23-25,28) 8-19, 100-111, 72-84; 110-127 (1983: 5.15,. 7.15, 9. 
15 ; 1984.3.1) 
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注一~ マルクスの部「雑誌ー特集号」に採録したものの重出
廣田鋼蔵
池田菊苗博士は「資本論」を読んだか蟻塔 30(2) 26-29 (1984.3.1) 
星野芳郎
いいだもも〔著〕「エコロジーとマルクス主義」―ェコロジー運動を積極評価 〔書評〕
ェコノミスト 61 (11) <w. no. 2505> 108-109 (1983.3.15) 
今村仁司
100年後のマルクス （現代の社会思想〔1〕） 経済セミナー (339) 6-7 (1983.4.1) 
今村仁司
マルクスとジャック・デリダ ．（現代の社会思想 2) 経済セミナー (340) 6-7 
(1983.5.1) 
稲子恒夫
学生マルクスにおける詩と法学-―ーマルクス没後百年を記念して 季刊・科学と思想
(51) <冬季号> 113-135 (1984.1.1) 
石橋貞男，奥山忠信，大西純一
価値と生産価格とをめぐる論争 （「資本論」研究ー 2) 〔文献解題） 経済学批判
(14) 124-140 (1983.11.30) 
石田三郎
マルクス没後百年の記念出版 〔海外出版レボート＜ソヴィエト＞〕 出版ニュース
(1983.5月下旬号） 12 (1983.5.21) 
石坂巖
マルクスにおける人権エートス 三田商学研究 25 (5) 37-59 (1982.12.30) 
注ー ―-「はじめに」に， 「マルクスの思想や研究は， 没後1世紀を経て．．．．」の
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文言有り
伊藤岩
核時代のマルクス主義と科学一一主として方法論的考察新潟大学経済論集 (34)
1-29 (1983.3.31) 
注一ー百年の文言はないが， 「核時代」という現時の状況を視点において論じて
いるので採録
伊藤誠
平田清明「コンメンタール「資本』」 全4巻（日本評論社）~ 「資本」 と
の対話を現代に再生させる試み 〔本からのメッセージ） 朝日ジャーナル 25 (29) 
47 (1983.7.8) 
注一—ーマルクスの死後 100 年経過の文言有り
絲屋寿雄
マルクス日本移入の歴史ー一私のノートから 月刊学習（日本共産党中央委員会）
(271) 103 (1983.5.1) 
石見徹
百年目のマルクスと社会主義 UP (東大出版会） (129)・ 1-5 (1983.7.5) 
〔関係記事〕図書新聞 (1983.11.5)(山崎カヲル）
岩崎允胤
マルクス没後百年記念討論集会に参加して一ー「マルクス主義と人間の解放」の問題
文化評論 (265) 204-211 . (1983.4.1) 
岩田満泰
日本評論社〔刊〕「マルクス死後百年」 〔本だな〕 通産ジャーナル 17 (7) 96 
186 
(1984.7.1) 
注＿当書は「別冊経済セミナ一」 (1983.2.28刊）のこと，マルクスの部「雑誌
ー特集号」参照
663 
Izeboud, Elli 
マルクスーーマルクス主義一ーカの形成一ーマルクス没後百年に際して（海外の党から
の寄稿論文） エリ・イーゼプード述前衛 (500) 183-189 (1983.11.1) 
注一論者はオランダ共産党中央委員会議長
角田修一
松石勝美著「資本論研究」 〔Book新刊案内〕 経済 (233) 198 (1983.9.1) 
角田修一
「資本論」案内—マルクスによる剰余価値の発見とその意義 （現代に息吹く古典）
経済 (217) 77-89 (1983.5.1) 
菅孝行
労働者階級と現代社会~（上・下） 新地平 (105-106)
28-36, 10-21 (1983;7.10, 8.10) 
注-(上）はマルクスの部「雑誌ー特集号」に採録したものの重出
菅孝行
市民・社会・ 国家・革命ーーマルクスの市民社会視座をめぐって 上・下 インパクシ
ョン (18-19) 113-124, 102-125 (1982; 6. 25, 8. 25) 
金子ハルオ
マルクス没後100年と「資本論」 （大特集・経済学のすすめ 83年版） 経済 (229)
22-33 (1983.5.1) 
唐渡興宜
難解だからといって俗流化は禁物 （大特集・経済学のすすめ 83年版一私の発言，経
済学を教える立場から） 経済 (229) 186-187 (1983.5.1) 
君塚芳郎
「不沈空母論」と「資本論」 （大特集・経済学のすすめ 83年版—ずいそう，若き世
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代へ） 経済 (229) 148-149 (1983.5.1) 
注ーーマルクス没後100年の文言有り
基礎経済科学研究所研究教育委員会・共同研究室
現代資本主義研究会からの報告 (3)〔の 1部分〕ー一第3回経済理論部会 (1983年5月
7日） 現代経済学の課題ーーマルクスの現代的再生の為に 〔前段言および〕討論
〔のまとめ〕 U:掛利博），報告1: 「マルクス没後100年」をめぐって（江尻彰），
報告2: 現代資本主義の危機と経済理論（竹味能成）・ 経済科学通信 (40) 87-88 
(1983.11.21) 
注—マルクスの部「記念講演〔会〕」ー同研究所主催上記部会参照
北田寛二
「賃金・価格•利潤」の学習—初歩から「資本論」入門まで 1-10 月刊「学習」
(269-278) (1983.3;1-12.1) 
1 経済学の学習はなぜ大切か (269) 103-110 (3.1) 
2 商品の価値，価格はどうしてきまる? (270) 106-113 (4.1) 
3 労働力の価値と搾取のしくみ (271) 104-111 (5.1) 
4 利潤，利子，地代などのみなもとは剰余価値・ (272) 104.:11 (6. 1) 
5 賃金を上げると物価が上がるか (273) 103-111 I (7, l) 
6 賃金，時間短縮闘争の意義 (274) 103-111 (8.1) 
7 経済闘争の役割とその限界 (275) 104-111 (9.1) 
8 ウェストンのあやまった賃金論と現代の独占資本の賃金論 (276) 104-111 
(10.1) . 
9 ウェストンにたいする批判 (2) _ (277) 104-111 (11.1) 
10 . (278) 104-111 (12. 1) 
1) ウェストン批判のまとめ 194-107 
2) 「賃金・・価格•利潤」と「資本論」 107-111 
注—上記 1 の冒頭にマルクス没後百年の文言有り
北沢恒彦
菅孝行著「マルクスと現代」 ーマルクス葬送派の概観を試みる 〔Postbook 
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review〕 週刊ポスト 15 (19) 70-71 (1983.5.13) 
Kogan, A. 
マルクスの1861-1863年草稿（マルクス・エンゲルス著作集第48巻の刊行によせて）
ア・コーガン〔述〕 中野雄策訳世界経済と国際関係 (60)<春季号> 154-167 
(1983.3.20) 
原典： Rukopis'K. Marksa 1861-1863gg. ; K. vykhodu v svet 48-go 
. toma sobraniia sochinenii K. Marksa i F. Engel'sa. (Voprosy 
Ekonomiki, No. 9, 1982) 
小泉宏
新訳「資本論」を学習しよう 月刊学習 (279) 97-106 (1984.1.1) 
小松善雄
マルクス貧困論はいかに把握されるべきか―マルクス貧困化論の理論構造の基礎的考
察（上・中・下）〔研究ノート〕 賃金と社会保障 (870,872-'-873) 15-28, 31-55, 
21-29 (1983 ; 7.25, 8. 25, 9.10) 
注――-(上）にマルクス没後百年の文言有り
小阪修平
マルクス・コンメンタール 1-2 ことがら (4-5) 102-110, 85-94 (1983.10.15-
1984.2.20) 
小阪修平
「わが友カール・マルクス」ほか 〔書きたいテーマ出したい本〕 出版ニュース
(1983. 4月中旬号） 15 (1983.4.11) 
黒滝正昭，服部文男
「共産主義同盟〔，〕文書およぴ資料」の意義について 季刊・科学と思想 (51) 
89-106 (1984.1.1) 
松井正樹
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都留重人編「『マルクス」と四つのマルクス伝の散策」 〔書評〕 唯物論研究 (8)
160-162 (1983.5.10) 
松村高夫
マルクスと労働貴族—ロンドン・ハリスンの所論との関連で（上・下） 三田学會雑
誌 76(5-6) 1-16, 119-133 (1983.12.1-1984.2.l) 
Mis'kevich, L., Chepurwenko, A. 
ロシア語でのマルクス「資本論」 エリ・ミシケヴィチおよびア・チェプレンコ（述〕
中野雄策訳世界経済と国際関係 (60)<春季号> 168-184 (1983.3.20) 
原典： "KaJ?ital" K. Marksa na russkom iazyke. (Kommunist, No. 15, 
1982) 
宮崎犀一
平田清明〔著〕「経済学批判への方法序説」一ー「資本」を階級闘争の書として読む
〔書評〕 ェコノミスト 61 (9) 88-89 (1983.3.8) 
水岡不二雄
マルクス経済学における経済地域の概念一橋論叢 90(6) 89-110 (1983.12.1) 
水島茂樹
労働者の生活様式と資本蓄積の体制—フランス・ネオ・マルクス派の現代資本主義論
（上・下） 経済評論 32 (4-5) 102-119, 114-126 (1983;4.1, 5.1) 
注—上はマルクスの部「雑誌ー特集号」に採録したものの重出
水田洋
イラストでみるマルクスの時代経済セミナー (339) 15-26 (1983.4.1) 
望月清司
思想の言葉思想 (710) 52-53 (1983.8.5) 
注一—ーマルクスを論じたもの，かつ没後百年の文言有り、
190 
長久理嗣
マルクス没後百年をめぐる動向季刊・科学と思想 (50)<秋季号> 106-113 
(1983.10.1) 
中川弘
667 
科学的社会主義の古典を学ぶために一ーマルクス・エンゲルスの主要著作案内 （現代
に息吹く古典） 経済 (217) 65-76 (1983.5.1) 
中川スミ
新訳「資本論」第四分冊を読んで経済 (236) 187-198 (1983.12.1) 
中宮光隆
マルクス「省察」 (Reflection,1851)における恐慌・信用論ーーマルクスとシスモンデ
ィ 三田学會雑誌 76(5) 76-90 (1983.12.1) 
小倉利丸
山本哲三著「資本論と国家」一一階級闘争の正当性と＜労働力＞商品の廃棄 〔書評〕
経済学批判 (13) 180-184 (1983.4:so) 
岡部洋賓
時永淑著「古典派経済学と『資本論』」一一経済学史研究の方法と新たな社会認識の
獲得 〔書評〕 経済学批判 (13) 174-179 (1983.4.30) 
注一本書 (1982.2刊）は，当目録「単行書」に採録していない
大村泉
論文集「『資本論』第二草稿」 (Derzweite Entwurf des <Kapitals>) (ベルリン，
1983年）の刊行によせて（上） （マルクス・エンゲルス研究の新段階 11<服部文男
監修＞） 経済 (240) 207-227 (1984.4.1) 
大島雄一
マルクス経済学と危機論一~マルクス没後百年によせて 書斎の窓 (321) 47-53 
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(1983.2) 
音羽周
本誌 (No.39)を読んで 〔誌面批評〕 経済科学通信 (41) ・75-77 (1984.3.5) 
注ー「経済科学通信」 (39)は， 特集号「総特集・没後百年ー一べ’ルクスの現
代的再生めざして」，マルクスの部「雑誌ー特集号」参照
大内秀明
現代社会主義の危機と「資本論」—批判的再検討こそ必要 エコノミスト 61 (33) 
<w. no. 2527>, 22-31 (1983.8.23) 
注――-100周年の文言有り
大内秀明
マルクス没後百年の風兼〔連載IJ 経済評論 32 (6) 62-75 (1983.6.1) 
大内秀明
マルクスの理論的遺産と日本〔連載I〕 経済評論 32 (7) 100-109 (1983.7.1) 
大内秀明
マルクスを超えるために （特集・経済学の世界へ） 経済セミナー (340) 27-34 
(1983.5.1) 
大内秀明
労働党の敗北とマルクス没後百年〔連載JlI・完） 経済評論 32 (8) 102-112 
(1983.8.1) 
大山均
山口重克著「競争と商業資本」＿商業資本論を「市場機構論」として再構成する
〔書評〕 経済学批判 (14) 176-183 (1983.11.30) 
大山茂
マルクスと毛沢東の記念出版． （海外出版レボート＜中国＞〕 出版ニュース (1983.
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4月下旬号） 13 (1983.4.21) 
Rojahn, Jurgen 
いわゆる「1844年経済学・哲学草稿」問題一「マルクス没後100年記念リンツ集会」
報告 J. ローヤン著山中隆次訳思想 (710) 102-157 (1983.8.5) 
原典： Der Fall der sog. "Oekonomisch-philosophischen Manuskripte 
aus dem Jahre 1844" 
〔S〕
資本論の現代的意義一ールボ／経済理論学会第31回大会経済セミナー (347) 72 
(1983.12.1) 
真田哲也
注――-sは，当記事の末尾の表示，当誌編集部に問い合わせたところ， とくに当
匿名のままにして欲しい，との回答有り，なお当誌末尾の「編集部から」の
記事 (p.134) も参照のこと，当大会については，マルクスの部「記念講演
〔会〕」参照
マルクス経済学批判の方法的前提について 一橋論叢 91(2) 128-150 (1984.2.1) 
シュミット，渡辺美智雄
「マルクスもお手上げの世界同時不況をどうする」ーサミット生みの親シュミット西独
前首相にきく一一渡辺美智雄（前蔵相）ミッチー斬り込み対談 週刊朝日 88 (16) 
<w. no. 3407> 158-163 (1983.4.15) 
注—没後百年の文言無し
渋谷正
「経済学・哲学手稿」とパリ・ノートをめぐる研究の新段階 （マルクス・エンゲルス
研究の新段階 13<服部文男監修＞） 経済 (242) 203-227 (1984.6.1) 
重田澄男
唯物史観の形成におけるエンゲルス主導説静岡大学法経研究 31(1/2) 257-280 
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(1982.7.15) 
注—当論述掲載誌は1982刊であるが，マルクス死後 100 年の文言を含む下記記
事に相当詳細の書評を持つのでここに採録
〔関係記事〕図書新聞 (1983.3.19)
椎名重明
いいだもも著「エコロジーとマルクス主義」,-「階級闘争」としてのエコロジー問題
(Post book reviw〕 週刊ボスト 55 (13) 69 (1983.4.1) 
下山房雄，森岡孝二，古門諭，藤原純，青山真紀子
教師と学生が語る経済学のおもしろさ （大特集・経済学のすすめ 83年版） 経済
(229) 46-73 (1983.5.1) 
注――-1) マルクス没後 100年， ケインズ， シュムペークー生誕100年の文言有
り，ただし論議の立場がおおむねマルクスにあるので，当区分に採録
2) 古門 諭，藤原 純，青山真紀子は，いずれも学生のペンネーム
塩沢由典
分析方法からみたマルクスの現代性ー一新古典派110年の反省の上にたった古典派の再
現経済セミナー (352)・46-52 (1984.5.1) 
塩沢由典
今村仁司著「批判への意志」．．~ （本一一批判と紹介）
朝日ジャーナル 26 (6) 69-70 (1984.2.10)・ 
副田満輝
私のマルクス研究経済学史学会・西南部会通信 (1984.1) 1-13 (1984.1) 
副島菰典
注――—経済理論学会西日本部会，経済学史学会西南部会共催「マルクス没後百年
記念講演会」における講演内容，マルクスの部「記念講演〔会〕」参照
マルクス経済学の「擁護」と発展的継承愛知大学・法経論集；経済・経営篇I
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(103) 1-39 (1983.11.25) 
注一~マルクス没後百年の文言有り
須藤浩行
「資本論」における technischとtechnologisch(上・下） 経済科学通信 (37-38)
41-54, 58-68 (1982.12.10 ; 1983.4.5) 
杉原四郎
河上肇を通じて見たマルクス—マルクス没後 100 年に寄せて （大阪経済法科大学〕
研究年報 (3) 84-86 (1984.3.15), 
注—経済理論学会関西部会における講演内容，マルクスの部「記念講演〔会〕」
参照
杉原四郎
田村秀夫著「マルクスとその時代」一愉しく有益な歴史紀行 (Book angle〕 経
済セミナー (342) 121 (1983.7.1) 
多田量平
竹内芳郎「近代の超克」の立場~（上・下）
前衛 (498,500) 218-236,221-237 (1983;10.l, 11.1) 
注—1) マルクス没後百年の文言有り，かつ関係が深い
2) (下）には，上記の副標題なし
〔関係記事〕赤旗 (1983.9.5)<上のみ＞，同 (1983.10.10)<下のみ＞
田賀弘志
階級形成論と左翼横断戦線ー一初期マルクスと階級形成（下） 新地平 (107) 13-23 
(1983.9.10) 
注ー一副標題の（上）は (105) に掲載， その際は当副標題が主標題となってい
る，マルクスの部「雑誌ー特集号」参照
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高田純
廣松氏の「物象化論」とマルクス主義（上・中・完） 経済 (237-239) 301-325,56-
76, 210..:227 (1984 ; 1.1, 2. 1, 3. 1) 
注一~マルクス死後 100 年の文言有り
〔関係記事〕赤旗 (1983.12.29)
高木幸二郎
私のマルクス研究経済学史学会・西南部会通信 (1984.1) 13-23 (1984.1) 
高橋洋児
注—経済理論学会西日本部会，経済学史学会西南部会共催「マルクス没後百年
記念講演会」における講演内容，マルクスの部「記念講演〔会〕」参照
マルクス価値論の難点ー一「社会的平均」概念の検討をとおして （「資本論」研究）
唯物史観 (24) 144-156 (1983.5.13) 
高橋洋児
マルクスは死なず （論争の小箱） 経済評論 32 (3) 74-75 (1983.3.1) 
高岡忠洋，信夫清三郎
いいだもも著「エコロジーとマルクス主義」〔二人書評〕 季刊クライシス (15) 189 
-194 (1983.4.15) 
内容：
高岡忠洋： ェコロジー・クライシスとマルクス主義の原義と現義 189-192 
信夫清三郎： 天皇制規定に意義はあるが 192--J94 
高須賀義博
「マル経」解体症候群 （論争の小箱） 経済評論 32 (7) 72-73 (1983.7.1) 
竹内宏
マルクスって誰？ （エコノミストのティータイム 1) ちくま (147) 22-25 
(1983.6.1) 
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注—ェコノミストのティータイムは 1 以外マルクスに関係なし
田中美知太郎
マルクスは二度死ぬ諸君 15 (7) <創立14周年記念特別号> 24-28 (1983.7.1) 
〔関係記事〕赤旗 (1983.6.8),同 (1983.7.2)(河邑重光）
田代洋一
マルクス・エンゲルスの土地所有・農民論（上・下） 経済 (237-238) 281-300,208 
-227 . (1984;1.1, 2.1) 
注—マルクス没後 100 年の文言有り
〔関係記事〕赤旗 (1983.12.19)
戸木田嘉久
新訳「資本論」第二分冊を読んで一ー現代の労働者状態を考える （大特集・経済学の
すすめ 83年版） 経済 (229) 150-156 (1983.5.1) 
富沢賢治
いま階級をどう問うべきかー一社会構成体論から生活過程論へ 文化評論 (270)
134-155 (1983.9.1) 
注—マルクス没後 100 年の文言有り
辻岡靖仁
「労働組合—その過去・現在・未来」と現代 （マルクス没後100年記念） 学習の
友 (362) 96-107 (1983.10.1) 
上田耕一郎
マルクス没後百年と現代（上・中・下） 前衛 (498,500,502) 147-165, 163-182, 
258-297 (1983; 10.1, 1. 1 ; 1984.1.1) 
注ー一1) 当論文は7月26日に都立大学で行われた全国社研連主催の第6回全国
社会科学ゼミナールでの記念講演「マルクス没後百年と現代」に大幅に
加筆したもの，マルクスの部「記念講演〔会〕」参照
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2) 当論文（上）の中に「『経済学百年』と現代の危機一~ ヶ
インズ，シュンペーター」の項目 (150-151)・有り
〔関係記事〕赤旗 (1983.9.5)<上のみ＞，同 (1983.10.10)<中のみ＞，同
(1983.11.1) (足立正恒）＜中のみ＞，同 (1983.12.12)<下のみ＞
植村高久，菅原陽心
流通形態論の方法 （「資本論」研究ー1) 〔文献解題〕 経済学批判 (14) 107-123 
(1983.11.30) 
上野俊樹
重田澄男著「資本主義の発見――市民社会と初期マルクス」 〔Book新刊案内〕 経済
(229) 269 (1983.5.1) 
若林遥
カール・マルクスと現代の課題ーー自由・民主主義についての日本共産党の見解 〔マ
ルクス没後百年記念国際学術会議での発言〕 前衛 (493) 166-174 (1983.6.1) 
注ー一上記会鏃は1983年4月11-16日，於ベルリン（ドイツ民主共和国）で開催
されたもの
〔関係記事］赤旗 (1983.6.1)(新原昭治）
渡部昇一
理論と現実の断絶 （連載エッセイ処士横議録， 12) 中央公論経営問題 will 2 (5) 
<w. no. 14> 108-109 (1983.5.1) 
綿貰譲治
注ー「さびしいマルクス没後100年」の小見出しがある，この記事すべてマル
クスを論じたもの
T.W. ゴフ〔著〕「マルクスとミード」 〔書評〕 朝日ジャーナル 25 (8) 44-45 . 
(1983.2.25) 
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Werchan, Inge 
カール・マルクス「哲学の貧困。プルードン氏の貧困の哲学への返答」（著者自用・書
き入れ本のファクシミリ版） 田中菊次編注，青木書店，東京， 1982年〔書評〕 イ
ンゲ・ビェルヤン〔記〕 柴田信也訳 〔東北大学〕研究年報・経済学 45 (2)<w. 
no. 149> 159-160 (1983.8.20) 
原典： Karl Marx. Misere de la philosophie. Reponse a laphilosophie de 
la misere de M. Proudhon. Fae-Simile de I'exempl~ire personnel 
de I'auteur, annote en particulier du sa main. Avec notice, 
transcription et notes par Kikuji Tanaka. Tokyo, Aoki Shoten, 
1982. . 
山口正之
価値法則と階級闘争—労働の社会化の敵対的形態文化評論 (270) 134-155 
(1983.9.1) 
注—マルクス没後 100 年の文言有り
山本広太郎
「疎外論」と「物象化論」ー一廣松渉氏の「マルクス主義」批判経済 (235) 204-
223 (1983.11.1) 
注—ーマルクス没後 100 年の文言有り
〔関係記事〕赤旗 (1983.10.31)
山本哲三
マルクス所有論体系の構造 （書きたいテーマと出したい本） 出版ニュース (1983.5 
月下旬号） 21 (1983.5.21) 
山本哲三
資本と階級闘争ー一宇野理論と階級闘争論〔論争〕 経済学批判 (14) 150-165 
(1983.11.30) 
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山之内靖
フォイエルバッハとマルクスの対話＿市民社会の歴史貫通的規定性とは何か（上・
中・下） 経済評論 32 (4-6) 47-61, 72-93, 104-119 (1983; 4.1, 5.1, 6.1) 
注一~（上）は，経済評論32 (4)「特集・没後100年マルクスを超えて」中の一
論文として掲載，マルクスの部「雑誌ー特集号」に採録したものをここに重出
山崎カヲル
解読格子の変換のために 1-6 思想 (702,705,707,709,712,718) (1982-1984) 
注＿当標題は，以下を主標題とした副標題であるが，共通のものとして標題扱
いとした，内 (2) についてはマルクスの部「雑誌ー特集号」ー思想 (705)
から再出，同箇所参照
1 中心の不在化へ (702) 1-13 (1982.12.5) 
2 マルクスの労働概念 （特集＝マルクスと現代） (705) 169-190 (1983.3.5) 
3 カニバリズムと他者の問題 (707) 17-35 (1983.5.5) 
4 女と哲学と主体概念 (709) 131-145 (1983.7.5) 
5 フエティシズムという概念 （特集＝科学論ー一近代的学知と生活世界）
(712) 133-151 (1983.10.5) 
6 他者の現象学から絶対的歴史主義へ （特集＝構造主義を超えて） (718) 
128-147 (1984.4.5) 
〔関係記事〕図書新聞 (1983.8.6)
山崎カヲJレ
マルクス経済学から「資本論」へ （特集＝現代思想の総展望 '83経済学） 現代思想
11 (1) 72-80 (1983.1.1) 
山崎カヲル
マルクス経済学の確立＿階級闘争の忘却一ー経済学主義批判 （特集・ 1960年代論争
第I部： 1960年代—思想・運動・状況〔4〕) 批判精神 (4) 82-89 (1983. 
10. 2) 
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矢代梓
長崎浩著「革命の問いとマルクス主義—階級，自然，国家そしてコミューン」
三代を終焉せしめる思想とは 〔書評〕 出版ニュース (1984.5月上旬号）
8-9 (1984.5.1) 
注――—当書評は，併せて高橋順ー著「現代思想の境位」を対象としている
安永寿延
いいだもも〔著〕「エコロジーとマルクス主義」 〔書評〕 朝日ジャーナル 25 (4) 
42 (1983. 1. 28) 
八柳良次郎
新 MEGAとマルクス研究 （学会展望） 経済学史学会年報 (21) 3-10 (1983. 
11.12) 
米田康彦
「資本論」にまなぶ （現代に生きる古典） 経済 (241).54-63 (1984.5.1) 
吉田文和
ふたたび「機械論草稿」について__:_〔付記〕原伸子氏の批判に接して （マルクス
・エンゲルス研究の新段階 12<服部文男監修＞） 経済 (241). 266-283 
(1984.5.1) 
吉田文和
新訳「資本論」第三分冊を読んで経済 (232) 198-204 (1983.8.1) 
吉田憲夫
マルクスー一科学的進歩史観との訣別 （特集・反逆の経済学者たち） 経済セミナー
(343) 58-65 (1983.8.1) 
吉井利貞
恐慌論の展開 （「資本論」研究ー 3) 〔文献解題〕 経済学批判 (14) 141-149 
(1983.11.30) 
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ii 書評・文化・ 紹介欄（著者性のないもの）
木這子（きぼこ）＜東北大学付属図書館報＞：「マルクス関係資料展」の報告 8 (2) 
<w. no. 30> 13 (1983.8.31) 
注＿上記展は， 1983年6月4-18日於同館本館エントランス・ホールで開催
週刊朝日：〔週刊図書館〕 ハインツ・シュテルン，ディーター・ヴォルフ著池田光義
訳 「偉大な遺産ーマルクス遣稿物語」一ーマルエンの遺稿は不幸を呼ぶ? • 8 (21) 
<w. no. 3412> 128-129 (1983.5.20) 
出版ニュース： 〔ブックガイド〕 いいだもも著「エコロジーとマルクス主義」 (1983. 
1月上・中旬号） 35 (1983.1.1) 
出版ニュース： 〔ブックガイド〕 今村仁司著「社会科学批評」 (1984.2月下旬号） 16 
(1984.2.21) 
出版ニュース： ＇〔プックガイド〕 長崎浩著「革命の問いとマルクス主義一一階級，
自然，国家そしてコミューン」 (1984.5月中旬号） 11 (1984.5.11) 
出版ニュース： 〔ブックガイド〕 シュテルン／ヴォルフ著池田光義訳「偉大な遺産
—マルクス遺稿物語」 (1983.6月中旬号） 11 (1983.6.11) 
出版ニュース：．〔情報区） マルクスの著作を大きな活字で (1983.4月上旬号） 19 
(1983.4.1) 
注――-「大月センチュリーズ」全6冊のこと
出版ニュース： 〔情報区〕 マルクス全詩集 (1983.6月下旬号） 24 (1983.6.21) 
早稲田祭： シンボジウム—マルクス生誕165 年，没後 100 年ーーマルクス疎外論の現
代的意義は何か （早稲田祭本部企画 JI) (30) 20-21 (1983. 11) 
注ー一吐：記シンボジウムは，マルクスの部「記念講演〔会〕」参照
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i 特集記事
朝日新聞（夕刊） (1983.3.7-8,10) 
マルクス死後百年上・中・下
679 
上生産と労働ーーなお光を失わぬメッセージー一今こそ充実した労働世界を 今村
仁司 5 (3.7) 
中 第三世界＿危機的な債務の累積を予見~k };:~;/:t~'c-7 JvQ)~,!'; 望月清
司 5 (3.8) 
下物象化論一ー現代的世界観への道を拓く一ー歴史の法則性も説明可能に廣！松
渉 5 (3.10) 
神戸新聞 (1983.3.10,12,14,16-17) 
マルクス没後百年 1-5 
1 未完の「変革思想」ー一後世が受け継ぐ責任平田清明 8 (3.10) 
2 マルクスと私一時価は下がったか松田道雄 8 (3.12) 
3 II • ー海に消えたノート谷川雁 5 (3.14) 
4 II —タタリだった父の蔵書大島渚 8 (3.16) 
5 , —徒労10年，突然みえた内山節 8 (3.17) 
毎日新聞（夕刊） （展望ー 2月〕 (1983.2.2-1-22) 
マルクス没後百年に—ーユートヒ;アの暗鬱上・下西部邁
上桁外れの真面目さ一一彼の肖像を無彩色にみえさせる 5 (2.21) 
下 国家幻想に復讐された戦闘精神 4 (2.22) 
日本読書新聞 (2205) 1-3 (1983.5.2) 
特集・「労働」の廃棄に向けて 木来の思想家マルクス
労働論への一視角ー一労働論の原理的深化も具体的展開も今後に一現代的世界観の
拠点とは？ーー「労働」概念の広狭二義をめぐって一一いちはやく現代的世界観の
新地平を拓いたマルクス 廣松渉 1
「経済的」労働神話—資本のパラドックスを逆手にとったマルクスの先駆性一~労
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働なき人間とは？一~労働神話の解剖と経済的労働からの解放と．．．．ー一労働が経
済的労働であることを止め，非経済的労働になるプロセスは 今村仁司 1 
「革命の能力こそが最大の生産力だ」（座談会）山崎カヲル，小倉利丸，菅孝行 2-3
週刊読書人(1479) (1983.4.25) 
特集・没後100年のマルクス 1-2 
若きマルクスと＜同時代＞―ー歴史のうえに自己貫徹＿ヘーゲル主義的構成史観の
破綻良知カ
雑誌にみるマルクス論の諸潮流ー170名の寄稿者， 概して暗い言説で，総括は四分
五裂状況高橋洋児
図害新聞 (349) (1983.4.23) 
特集・総括マルクス没後100年
肝心なのは“革命思想”ー一意図的歪曲経て廣松渉 1
葬送論めぐる問題状況ー一現段階では未確定な思想的射程一「思想」(3月号）特集
「マルクスと現代」を中心に 吉田憲夫 1-2 
いまマルクス派になにが問われているかーーネオ・リカーディアン，ネオ・ケインジ
アンと死闘的対話必至 いいだもも 2 
マルクスとソシュールーー記号の隠蔽のメカニズム暴くために 丸山圭三郎 2 
空白地帯としての国家論-再構築の障碍，唯物史観の公式 山本耕ー 2 
マルクス・解釈・唯物論一~私たちの戦略は何か—マルクスをマルクス的に読み解
く 山崎カヲル 2
断章 マルクス没後 100 年ー一ひきまわしの政治論こえる動態的認識—市民社会論
的観点を選択した理由菅孝行 3
混迷からの視カ一~ 伊藤誠 6
読売新聞（夕刊） (1983.3.15-18) 
没後百年，人間マルクスと現代 i-4木本幸造
1 今もなお巨大な影ー~人類に課題残し脈打つ思想の鼓動 7 (3. 15) 
2 ペンで闘った生涯—スターリンと正反対 7 (3.16) 
3 「悪魔」．．．と呼ばれて—愛とヒューマニズム貫く 3 (3.17) 
4 理念の巨峰に希望―パンドラの箱を捨てるな 11 (3.18) 
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